







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No． 墓名（現地での呼称） 場　　所 開設年 特徴その他
1 長部の男墓、女墓 千葉県香取郡干潟町長部 弘化3年頃
男女別墓地、門人共同墓地、土塁囲み、性学型墓
石、安山岩製
2 宿内の墓地 千葉県香取郡干潟町鏑木 嘉永4年頃
男女別埋葬、門人共同墓地、土塁囲み、性学型墓
石、安山岩製
3 諸徳寺の菅谷家墓地 千葉県香取郡干潟町清和甲 性学型墓石、安山岩製
4 小日向の共同墓地 千葉県香取郡山田町府馬 明治元年
門人共同墓地、土塁囲み、性学型墓石、安山岩製、
階級別、茶葉と甕に詰める
5 帰命台の性学の墓 千葉県香取郡山田町府馬 明治18年
男女別埋葬、門人共同墓地、土塁囲み、性学型墓
石、安山岩製




8 丸山の性学の墓地 滋賀県甲賀郡石部町 明治6年頃 土塁囲み、門人共同墓地
9 箱根山中新田接待茶屋の墓地 静岡県三島市 明治18年 土塁囲み、門人共同墓地、性学型墓石、安山岩製












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1860（万延1）～ 1（1） 1 3
1870（明治3）～ 1（2） 1 1 5
1880（明治13）～ 1（1） 1 3
1890（明治23）～ 2（2） 2 2 1 1 10
1900（明治33）～ 1 1
1910（明治43）～ 2（2） 3 1 8
1920（大正9）～ 1（1） 1 3
1930（昭和5）～ 0（2） 2 2 6
1940（昭和15）～ 1 1 2 4
1950（昭和25）～ 1（1） 1 2 1 6
1960（昭和35）～ 1 2 1 1 5
1970（昭和45）～ 0（1） 1 2
1980（昭和55）～ 1 3 4
1990（平成2）～ 1 4 5
不明 1 2 3
合計 14＋（16） 2 18 9 11 5 77
宿
内
の
墓
地
で
は
昭
和
期
ま
で
一
人
で
一
基
と
い
う
墓
石
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
形
態
か
ら
み
る
と
角
柱
の
も
の
が
多
い
も
の
の
、
三
段
の
台
石
の
上
に
頂
上
の
尖
っ
た
樟
石
を
載
せ
る
と
い
う
性
学
の
特
徴
的
な
墓
石
は
、
明
治
十
三
年
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
の
五
基
の
み
で
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
墓
地
で
は
、
一
人
で
↓
基
の
墓
石
を
用
い
る
と
い
う
点
で
は
性
学
の
墓
地
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
が
、
形
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
性
学
の
規
格
に
こ
だ
わ
る
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
　
（
3
）
葬
儀
　
土
葬
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
棺
桶
が
以
前
と
違
っ
て
寝
棺
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
埋
葬
場
所
の
狭
さ
が
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
十
年
に
埋
葬
し
た
入
り
口
付
近
で
は
、
墓
地
の
真
中
近
く
ま
で
土
が
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奥
の
方
で
の
墓
石
工
事
に
支
障
が
で
た
と
い
う
。
石
を
建
て
る
の
は
何
年
か
経
て
、
盛
っ
た
土
が
平
ら
に
な
っ
て
か
ら
建
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
棺
桶
を
担
ぐ
人
を
「
せ
ん
ど
う
」
と
言
い
、
当
家
の
両
隣
の
男
四
人
が
行
い
、
そ
の
う
ち
の
二
人
が
穴
を
掘
る
「
く
ら
ほ
り
」
と
い
う
。
た
だ
し
せ
ん
ど
う
役
の
妻
が
妊
娠
中
の
時
は
そ
の
人
を
外
し
、
町
内
で
違
う
人
に
担
当
さ
せ
る
。
そ
れ
は
長
部
地
区
で
も
同
じ
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
　
菩
提
寺
は
宿
内
に
入
植
す
る
前
か
ら
の
本
村
の
お
寺
と
の
関
係
を
続
け
て
お
り
、
鏑
木
の
願
勝
寺
（
真
言
）
が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
か
に
鏑
木
の
妙
経
寺
（
日
蓮
）
や
八
日
市
場
市
大
寺
の
龍
尾
寺
（
真
言
）
な
ど
も
あ
る
。
　
（
4
）
小
　
結
　
以
上
、
現
況
を
紹
介
し
た
が
、
嘉
永
三
年
か
ら
墓
石
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
集
落
の
開
発
と
同
時
期
に
開
か
れ
た
性
学
門
人
の
墓
地
と
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
幽
学
時
代
か
ら
続
く
墓
地
で
あ
り
、
宿
内
以
外
の
家
は
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
性
学
墓
の
特
徴
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
が
、
頂
上
が
尖
っ
た
墓
石
は
そ
れ
ほ
ど
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
も
被
葬
者
一
人
に
対
し
一
基
の
墓
石
を
使
用
す
る
こ
と
や
、
土
塁
で
墓
地
を
囲
む
と
い
う
特
徴
は
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、
幽
学
没
後
に
お
け
る
宿
内
地
区
の
性
学
活
動
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
こ
ろ
の
性
学
組
織
は
、
明
治
十
年
代
に
行
政
が
行
っ
た
墓
地
整
備
の
政
策
に
対
応
し
て
、
積
極
的
な
墓
地
開
設
活
動
を
行
っ
て
い
る
半
面
、
三
代
目
教
主
で
あ
る
石
毛
源
五
郎
が
掲
げ
た
精
神
修
業
的
な
性
学
が
、
あ
ま
り
に
も
幽
学
の
教
え
か
ら
変
質
し
て
き
た
た
め
に
、
性
学
活
動
に
消
極
108
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的
と
な
る
門
人
や
地
域
も
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
幽
学
の
時
代
に
開
か
れ
独
立
し
て
い
た
宿
内
の
墓
地
で
あ
る
が
、
幽
学
没
後
は
本
村
の
伝
統
習
俗
の
影
響
を
受
け
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
宿
内
地
区
の
門
人
の
動
向
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
結
論
を
急
が
ず
に
他
地
域
の
事
例
と
あ
わ
せ
後
日
再
考
し
て
み
た
い
。
2
　
石
部
町
周
辺
の
門
人
墓
地
　
石
部
町
と
大
原
幽
学
門
人
と
の
関
係
は
、
明
治
六
年
八
月
に
二
代
目
教
主
の
遠
藤
良
左
衛
門
が
京
都
へ
行
く
途
中
に
、
東
海
道
の
石
部
宿
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
遠
藤
の
遺
体
は
当
時
石
部
の
駅
長
で
あ
っ
た
服
部
仁
兵
衛
の
土
地
寄
進
に
よ
り
、
青
木
ケ
峰
と
い
う
場
所
へ
葬
ら
れ
墓
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
遠
藤
の
墓
守
と
し
て
香
取
郡
溝
原
村
の
鈴
木
利
喜
太
郎
と
静
岡
県
士
族
の
仁
瓶
慎
則
の
二
人
の
門
人
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
下
総
か
ら
来
た
三
代
目
教
主
の
石
毛
源
五
郎
ら
も
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
わ
っ
て
、
近
江
で
の
性
学
の
活
動
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
石
部
尋
常
高
等
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
長
を
勤
め
る
奥
村
末
吉
が
、
明
治
四
十
年
に
著
し
た
『
石
部
郷
土
史
』
に
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
丸
山
ハ
西
寺
道
ノ
左
ニ
ア
リ
、
此
二
八
石
教
会
ア
リ
。
下
総
ヨ
リ
会
員
来
リ
住
　
　
シ
青
木
ケ
峰
ニ
ア
ル
遠
藤
氏
ノ
墓
ヲ
守
ル
ト
イ
フ
。
　
遠
藤
が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
に
墓
地
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
建
立
に
あ
た
っ
て
は
下
総
か
ら
来
て
い
る
彼
ら
の
意
見
が
非
常
に
強
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
、
二
ヶ
月
後
の
十
月
に
完
成
し
た
墓
石
に
は
、
下
総
門
人
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
性
学
二
代
目
教
祖
に
ふ
さ
わ
し
い
墓
制
観
が
現
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
こ
の
墓
は
、
性
学
墓
を
考
え
る
上
で
注
目
す
る
意
義
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
　
長
部
な
ど
の
干
潟
地
域
と
石
部
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
木
村
礎
「
性
学
組
織
の
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
拡
大
と
思
想
的
変
質
」
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
遠
藤
の
墓
や
墓
守
と
し
て
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
二
人
の
墓
と
、
石
部
地
方
の
門
人
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
丸
山
の
墓
地
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
の
性
学
の
家
に
生
ま
れ
た
小
向
寅
市
氏
（
大
正
十
二
年
生
）
か
ら
聞
き
得
た
石
部
地
域
の
性
学
に
関
す
る
情
報
も
紹
介
し
て
行
き
た
い
。
　
香
取
郡
府
馬
村
（
現
、
香
取
郡
山
田
町
）
か
ら
嫁
い
で
来
た
寅
市
氏
の
母
親
は
、
明
治
三
十
五
年
生
ま
れ
で
九
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
性
学
の
教
え
を
重
視
し
て
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
の
で
、
寅
市
氏
も
性
学
の
家
の
子
と
し
て
礼
儀
な
ど
は
厳
し
く
躾
け
ら
れ
た
と
い
う
。
　
門
人
の
活
動
場
所
と
し
て
は
小
向
家
の
前
に
性
学
の
た
め
の
教
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
長
部
に
あ
る
大
原
幽
学
旧
宅
と
そ
っ
く
り
の
家
屋
を
新
た
に
建
て
た
も
の
で
、
そ
こ
が
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
教
会
の
建
設
時
期
や
そ
こ
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
詳
し
く
聞
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
寅
一
氏
の
記
憶
で
は
、
太
平
洋
戦
争
後
は
性
学
に
結
び
つ
く
活
動
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
お
ば
あ
さ
ん
達
の
茶
飲
み
会
的
な
集
ま
り
が
続
い
て
い
た
程
度
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
で
は
そ
れ
も
な
く
な
り
、
無
住
の
廃
屋
と
し
て
建
物
の
み
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
　
そ
の
ほ
か
に
開
設
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
「
お
と
こ
べ
っ
と
う
じ
ょ
」
（
男
弁
当
所
）
と
呼
ば
れ
た
集
会
施
設
が
青
木
ケ
峰
の
遠
藤
の
墓
地
近
く
に
、
同
様
の
「
お
ん
な
べ
っ
と
う
じ
ょ
」
（
女
弁
当
所
）
が
石
部
町
の
丸
山
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
と
い
う
。
　
で
は
遠
藤
良
左
衛
門
の
墓
か
ら
み
て
み
よ
う
。
　
（
1
）
遠
藤
良
左
衛
門
墓
（
恥
6
）
　
服
部
仁
兵
衛
が
墓
地
と
し
て
提
供
し
た
青
木
ケ
峰
は
樹
木
の
茂
る
台
地
で
、
遠
藤
の
墓
は
そ
の
北
端
に
築
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
ろ
は
谷
状
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
現
状
の
墓
地
は
石
段
を
上
が
っ
た
平
地
に
、
未
整
形
の
花
山
岡
岩
を
積
み
上
げ
て
石
垣
の
よ
う
に
し
て
中
央
の
墓
石
を
囲
ん
で
い
る
。
石
垣
状
の
石
塁
は
正
面
だ
け
が
入
り
口
と
し
て
切
れ
て
お
り
、
そ
の
前
に
は
「
石
部
村
中
」
で
建
立
し
た
明
治
十
八
年
五
月
の
石
灯
籠
一
対
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
石
塁
の
内
に
も
、
墓
石
の
前
に
写
真
の
よ
う
な
花
立
て
と
灯
籠
が
立
っ
て
い
る
。
　
墓
石
は
台
石
を
三
段
重
ね
て
、
そ
の
上
に
頂
上
が
尖
っ
た
四
角
柱
の
樟
石
を
お
い
109
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図2　遠藤良左衛門墓
て
い
る
。
い
ず
れ
も
石
部
町
の
東
寺
地
区
か
ら
産
出
す
る
花
樹
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
　ば
　る
。
樟
石
の
正
面
に
「
遠
藤
先
生
墓
」
と
あ
り
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
遠
藤
の
業
績
と
明
治
六
年
十
月
に
墓
石
を
建
立
し
た
こ
と
な
ど
が
漢
文
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
銘
は
『
石
部
郷
土
史
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
脱
字
が
多
い
の
で
、
筆
者
が
校
訂
し
た
も
の
を
次
に
紹
介
し
て
お
く
。
ま
た
二
段
目
の
台
石
右
側
面
に
は
、
建
立
に
あ
た
っ
た
主
な
関
係
者
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
も
紹
介
し
て
お
く
が
、
■
印
は
摩
滅
の
た
め
判
読
が
不
可
能
な
文
字
で
あ
る
。
　
　
（
樟
石
部
分
）
　
　
先
生
名
亮
規
字
良
左
衛
門
下
総
洲
香
取
郡
長
部
村
人
也
年
廿
有
六
而
入
大
原
先
　
　
生
門
為
其
学
皇
典
為
主
兼
渉
儒
仏
自
脩
徳
又
教
人
耳
先
生
伝
其
真
風
保
全
已
人
　
　
有
年
焉
於
是
乎
入
徳
者
不
可
勝
数
尖
乎
先
生
教
人
之
厚
呉
父
母
之
於
子
何
異
是
　
　
以
門
弟
子
皆
称
先
生
唯
口
老
父
尚
呼
無
其
字
者
登
有
称
其
名
哉
蓋
服
徒
至
也
其
　
　
厚
而
能
教
化
遂
達
高
聴
官
省
召
撰
挙
大
善
義
令
普
布
教
天
下
今
年
秋
七
月
将
西
　
　
布
教
干
洛
城
途
半
而
病
針
薬
無
験
八
月
廿
一
．
日
年
六
十
有
五
而
卒
干
東
街
石
部
　
　
駅
舎
誰
有
不
惜
者
哉
将
葬
遺
骸
随
従
求
地
挙
駅
仰
先
生
之
徳
風
以
為
之
周
施
乃
　
　
有
篤
志
喜
合
箇
良
地
九
月
四
日
以
禮
埋
焉
篤
志
者
誰
駅
長
服
部
仁
兵
衛
井
内
貴
　
　
又
右
衛
門
也
後
先
生
之
嫡
男
良
祐
子
将
門
人
来
合
議
以
立
石
圷
干
時
明
治
六
年
　
　
癸
酉
冬
十
月
西
京
東
山
吉
水
沙
門
雷
雨
真
相
志
　
　
（
台
石
部
分
）
　
　
　
　
　
　
訓
導
　
石
毛
源
五
郎
　
　
　
下
総
香
取
府
馬
村
　
　
　
　
　
　
同
級
　
鈴
木
英
三
　
　
　
　
同
州
同
郡
溝
原
村
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
利
喜
太
郎
　
　
同
州
同
郡
同
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
瓶
慎
則
　
　
　
　
浜
松
県
旧
幕
士
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
鴬
太
郎
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
部
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
形
伝
右
衛
門
　
　
下
総
香
取
郡
長
■
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
勘
兵
衛
　
　
　
同
州
同
郡
仁
■
村
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
幾
太
郎
　
　
　
江
州
■
■
郡
八
幡
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
旗
中
随
徒
柳
メ
記
其
姓
名
　
墓
地
の
開
設
に
大
き
く
関
わ
っ
た
服
部
仁
兵
衛
の
名
前
は
見
え
な
い
も
の
の
、
下
総
の
門
人
に
加
わ
っ
て
地
元
か
ら
井
上
幾
太
郎
が
早
く
も
同
級
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
　
こ
の
青
木
ケ
峰
に
つ
い
て
は
明
治
九
年
の
地
租
改
正
時
に
、
下
総
側
の
門
弟
た
ち
と
服
部
仁
兵
衛
と
の
問
で
土
地
の
譲
渡
に
関
す
る
証
文
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
は
木
村
礎
「性
学
の
分
裂
と
再
建
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
墓
地
が
一
畝
二
二
歩
、
宅
地
が
一
畝
一
六
歩
、
畑
地
が
六
畝
二
七
歩
と
あ
り
「
随
徒
之
衆
中
草
庵
ヲ
補
理
御
墓
守
護
被
成
候
所
」
と
し
て
墓
守
が
こ
こ
に
居
住
し
て
い
た
と
あ
る
。
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そ
の
後
、
下
総
の
方
で
は
明
治
四
十
年
に
門
人
の
組
織
を
八
石
性
理
学
会
と
し
て
財
団
法
人
に
す
る
が
、
青
木
ケ
峰
に
関
す
る
諸
税
も
そ
こ
へ
編
入
さ
せ
て
そ
れ
を
財
団
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
定
め
た
同
年
の
「
約
定
書
」
に
は
青
木
ケ
峰
の
土
地
利
用
内
訳
が
あ
り
、
明
治
九
年
時
の
墓
地
と
宅
地
に
山
林
二
反
四
畝
歩
と
宅
地
三
畝
一
二
歩
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
墓
守
が
住
ん
で
い
た
宅
地
だ
け
で
は
な
く
、
前
述
し
た
男
性
門
人
が
集
ま
る
男
弁
当
所
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
青
木
ケ
峰
の
様
子
は
明
治
四
十
年
の
『
石
部
郷
土
史
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
青
木
ケ
峰
　
　
大
字
東
寺
ト
石
部
ト
ノ
境
二
横
バ
レ
ル
丘
ニ
シ
テ
此
二
下
総
ノ
儒
者
遠
藤
氏
ノ
　
　
墓
ア
リ
、
方
数
十
間
ノ
埜
域
清
掃
セ
ラ
レ
テ
俗
物
ノ
入
来
ヲ
拒
ム
カ
ノ
如
ク
其
　
　
中
央
二
天
然
石
ヲ
以
テ
方
一
間
ヲ
囲
ミ
、
内
二
高
サ
五
尺
余
ノ
墓
表
ヲ
立
テ
タ
　
　
リ
、
整
域
ノ
四
周
又
清
掃
セ
ラ
レ
テ
参
詣
者
ヲ
シ
テ
韓
感
慨
二
堪
エ
ザ
ラ
シ
ム
、
　
　
其
碑
銘
二
日
ク
（
以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
碑
銘
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
）
　
こ
こ
で
は
遠
藤
良
左
衛
門
は
儒
者
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
墓
は
五
尺
ほ
ど
で
そ
の
周
囲
を
天
然
石
が
囲
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
ま
る
で
俗
人
が
入
っ
て
来
る
の
を
拒
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
編
者
の
印
象
で
あ
っ
て
建
立
者
た
ち
の
意
図
で
は
な
い
が
、
当
時
の
感
覚
か
ら
す
る
と
石
塁
に
囲
ま
れ
た
墓
石
と
い
う
の
は
特
別
に
奇
異
な
も
の
と
し
て
映
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
墓
の
周
辺
ま
で
行
き
届
い
た
清
掃
ぶ
り
は
、
参
詣
者
を
感
慨
深
げ
に
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
と
い
・
つ
。
　
筆
者
の
能
力
不
足
も
あ
り
実
測
図
ま
で
は
用
意
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
ま
か
な
数
値
の
み
あ
げ
れ
ば
、
地
上
か
ら
頂
上
突
起
ま
で
約
一
七
〇
㎝
で
あ
り
、
樟
石
の
横
幅
と
奥
行
き
は
共
に
三
六
・
五
㎝
、
高
さ
は
頂
上
ま
で
八
五
・
二
㎝
で
あ
る
。
性
学
墓
と
し
て
は
最
大
規
模
の
埋
葬
施
設
で
あ
る
。
（
2
）
善
隆
寺
境
内
墓
地
（
M
7
）
次
に
遠
藤
の
墓
守
と
し
て
石
部
に
残
り
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
鈴
木
利
喜
太
郎
と
仁
瓶
慎
則
の
墓
を
み
て
み
る
。
彼
ら
の
墓
は
か
つ
て
石
部
の
八
石
教
会
近
く
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
石
部
町
の
浄
土
宗
善
隆
寺
の
共
同
墓
地
内
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
り
、
こ
こ
へ
移
動
さ
れ
て
き
た
経
緯
や
時
期
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
石
の
銘
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
鈴
木
利
喜
太
郎
の
墓
（
図
3
左
側
）
　
　
（
正
面
）
　
　
仁
山
義
海
侮
行
居
士
　
　
（
右
側
面
）
　
明
治
十
二
乙
卯
年
六
月
十
六
日
　
　
（
裏
面
）
　
　
下
総
国
香
取
郡
溝
原
村
　
鈴
木
利
喜
太
郎
　
　
（
裏
面
）
　
教
部
省
大
講
義
遠
藤
良
規
尊
師
へ
随
来
リ
師
没
後
御
墓
守
七
ケ
年
図3　鈴木利喜太郎墓（左側）と仁瓶慎則墓（右側）
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こ
し
て
死
去
三
十
、
歳
也
　
仁
瓶
慎
則
の
墓
（
図
3
右
側
）
　
　
（
正
面
）
　
謙
岳
勇
道
慎
則
居
士
　
　
（
右
側
面
）
　
干
時
明
治
廿
五
辛
壬
辰
十
、
一
月
十
口
　
　
（
裏
面
）
　
　
静
岡
縣
士
族
　
仁
瓶
慎
則
　
　
（
裏
面
）
　
遠
藤
尊
師
へ
鈴
木
利
喜
太
郎
と
共
に
随
来
リ
師
没
後
御
墓
守
廿
年
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
死
去
六
十
六
才
也
　
こ
の
よ
う
に
両
墓
石
は
、
記
載
事
項
や
碑
面
の
使
い
方
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
下
総
の
香
取
郡
域
で
み
ら
れ
る
性
学
墓
の
石
と
比
較
し
て
み
て
も
、
頂
上
を
尖
ら
せ
た
樟
石
と
三
段
の
台
石
と
い
う
同
じ
構
造
で
あ
る
。
大
き
さ
も
そ
れ
ら
と
同
じ
規
格
で
、
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、
番
下
の
花
］
岡
岩
製
の
台
石
を
除
け
ば
、
他
は
香
取
郡
で
見
ら
れ
る
墓
石
と
同
じ
安
山
岩
製
な
の
で
あ
る
。
　
善
隆
寺
境
内
の
墓
地
に
は
中
世
末
か
ら
現
代
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
墓
石
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
代
の
家
墓
を
除
け
ば
殆
ど
が
地
元
産
出
の
花
］
岡
岩
を
用
い
て
お
り
、
安
山
岩
製
の
墓
石
は
彼
等
の
墓
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
墓
守
り
二
人
の
埋
葬
に
あ
た
り
門
人
た
ち
は
、
下
総
地
方
で
使
用
し
て
い
る
墓
石
と
同
じ
も
の
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
こ
の
地
ま
で
運
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
生
産
地
が
ど
こ
な
の
か
は
ま
だ
特
定
で
き
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
在
地
の
墓
制
と
は
別
な
独
自
の
墓
制
を
貫
こ
う
と
す
る
性
学
集
団
の
、
墓
に
対
す
る
非
常
に
強
い
こ
だ
わ
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
3
）
丸
山
の
墓
地
（
M
8
）
　
石
部
南
小
学
校
前
の
4
1
部
町
大
塚
地
区
に
あ
る
墓
地
で
、
寅
市
氏
は
丸
山
の
墓
地
と
呼
ん
で
い
る
。
墓
地
の
周
囲
に
は
高
さ
約
二
m
、
上
幅
五
〇
㎝
も
あ
る
±
塁
が
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
央
奥
に
大
型
の
名
号
碑
が
惣
供
養
塔
と
し
て
立
っ
て
い
る
。
墓
石
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
墓
地
内
に
家
単
位
の
新
し
い
墓
が
数
基
立
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
土
塁
で
囲
ま
れ
た
墓
地
景
観
は
、
石
図4　丸山の墓地
部
の
共
同
墓
地
で
は
他
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
異
な
も
の
で
、
香
取
郡
府
馬
地
区
の
性
学
墓
と
同
様
な
施
設
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
寅
一
氏
に
よ
れ
ば
石
部
地
域
の
性
学
門
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
墓
地
へ
在
地
の
方
法
で
埋
葬
し
て
い
た
よ
う
で
、
小
向
家
の
共
同
墓
地
で
も
上
記
の
よ
う
な
土
塁
は
設
け
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
墓
地
の
開
設
年
は
不
明
で
あ
る
が
性
学
に
関
係
し
て
い
た
石
部
の
富
永
、
小
向
、
西
尾
の
三
家
が
出
資
し
て
開
い
た
も
の
で
、
当
初
は
千
葉
方
面
か
ら
き
た
人
た
ち
の
た
め
の
墓
地
だ
っ
た
。
し
か
し
長
ら
く
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
第
二
次
大
戦
後
は
地
元
の
人
々
で
も
使
え
る
よ
う
に
と
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
碑
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
配
置
し
、
周
辺
の
墓
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制
と
同
じ
よ
う
な
墓
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
を
現
在
使
っ
　
　
　
　
　
　
　
お
お
だ
て
い
る
の
は
丸
山
と
麻
田
地
区
人
々
で
、
性
学
と
は
関
係
の
無
い
人
た
ち
で
あ
る
。
い
く
つ
か
混
じ
っ
て
い
る
古
い
墓
石
も
他
所
よ
り
移
動
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
4
）
小
　
結
　
以
上
の
よ
う
に
、
性
学
二
代
目
教
主
で
あ
る
遠
藤
の
死
を
出
発
点
と
し
て
始
ま
っ
た
近
江
の
性
学
で
あ
る
が
、
墓
を
み
る
と
遠
藤
の
墓
だ
け
が
下
総
地
方
の
事
例
と
石
材
と
規
模
と
い
う
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
石
塁
囲
み
や
三
段
の
台
石
の
上
に
頂
上
が
尖
っ
た
樟
石
を
置
く
と
い
う
、
形
態
や
付
属
施
設
に
つ
い
て
は
共
通
点
を
有
し
て
お
り
、
墓
石
建
立
の
背
景
に
は
他
の
性
学
墓
と
同
じ
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
藤
は
幽
学
の
筆
頭
門
人
で
あ
っ
た
が
、
没
し
た
当
時
は
幽
学
と
同
じ
教
主
で
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
階
層
に
よ
る
差
が
墓
に
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
一
門
人
で
は
な
く
、
近
江
の
性
学
に
お
い
て
は
初
代
と
も
い
え
る
立
場
で
あ
る
の
で
、
今
後
教
主
の
墓
と
し
て
門
人
た
ち
が
墓
地
を
参
詣
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
あ
え
て
壮
大
な
墓
地
空
間
を
設
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
墓
が
性
学
墓
の
一
つ
の
画
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
善
隆
寺
の
墓
守
り
二
人
の
墓
石
は
、
石
部
が
石
材
を
産
出
す
る
地
で
あ
り
な
が
ら
も
、
下
総
と
同
じ
石
材
、
同
じ
規
格
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
墓
に
対
し
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
彼
等
の
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
丸
山
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、
門
人
の
墓
域
と
し
て
築
か
れ
た
も
の
の
未
使
用
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
性
学
の
規
格
性
の
あ
る
墓
石
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
外
観
と
し
て
は
周
り
を
土
塁
で
囲
む
と
い
う
下
総
と
同
様
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
、
下
総
か
ら
の
門
人
達
が
持
っ
て
い
た
墓
へ
の
意
識
を
、
近
江
の
門
人
た
ち
も
納
得
し
て
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
遠
藤
の
墓
地
や
丸
山
墓
地
の
開
設
な
ど
大
規
模
な
普
請
事
業
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
3
箱
根
接
待
茶
屋
の
門
人
墓
地
（
M
9
）
　
東
海
道
の
箱
根
越
え
は
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
に
旅
人
の
難
儀
す
る
姿
を
見
て
箱
根
山
金
剛
院
の
僧
侶
如
実
が
、
旅
を
す
る
も
の
に
無
料
で
粥
や
飼
葉
の
施
し
を
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
文
政
七
年
に
は
、
江
戸
の
商
人
加
勢
屋
与
兵
衛
に
よ
っ
て
接
待
茶
屋
が
設
立
さ
れ
、
道
中
奉
行
の
認
可
の
下
に
営
業
が
始
ま
っ
た
が
、
幕
末
維
新
の
混
乱
の
中
で
閉
鎖
し
て
お
り
、
そ
れ
を
明
治
十
二
年
に
再
興
し
た
の
が
八
石
性
理
教
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
運
営
の
歴
史
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
て
は
接
待
茶
屋
の
発
掘
調
査
報
告
書
や
、
鈴
木
と
き
『
大
原
幽
学
　
遠
藤
亮
規
と
山
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
中
新
田
接
待
茶
屋
』
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
概
要
だ
け
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
か
ら
残
っ
て
い
る
こ
の
施
設
の
付
属
墓
地
の
紹
介
を
行
い
た
い
。
　
性
学
が
接
待
茶
屋
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
代
目
教
主
の
遠
藤
良
左
衛
門
が
明
治
六
年
こ
こ
を
利
用
し
た
際
に
、
茶
屋
の
施
行
行
為
が
八
石
性
理
教
会
の
精
神
と
合
致
す
る
と
考
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
遠
藤
は
明
治
六
年
に
石
部
で
没
し
て
し
ま
う
が
、
明
治
十
二
年
当
初
は
教
会
と
し
て
こ
の
茶
屋
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
香
取
の
教
会
か
ら
も
資
金
の
援
助
が
あ
り
、
現
地
に
も
門
人
た
ち
が
詰
め
て
い
た
。
ま
た
前
述
の
石
部
で
の
性
学
活
動
が
活
性
化
す
る
に
つ
れ
て
、
石
部
と
香
取
と
の
行
き
来
も
活
発
に
な
り
、
中
間
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
こ
の
茶
屋
が
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
街
道
の
施
行
所
と
い
う
だ
け
で
な
く
性
学
活
動
の
た
め
の
施
設
で
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
も
性
学
門
人
の
た
め
の
墓
地
が
開
設
さ
れ
た
。
　
『
大
原
幽
学
　
遠
藤
亮
規
と
山
中
新
田
接
待
茶
屋
』
は
教
会
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
茶
屋
の
運
営
を
、
鈴
木
家
が
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
継
続
し
て
き
た
経
緯
を
丹
念
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
墓
地
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。
　
　
も
っ
と
も
、
茶
屋
で
は
絶
対
に
（
ば
く
ち
を
）
打
た
せ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
茶
　
　
屋
の
裏
の
馬
道
の
近
く
に
あ
っ
た
「
茶
屋
の
墓
地
」
が
、
四
方
土
手
に
囲
ま
れ
　
　
て
い
て
人
目
に
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
彼
等
（
雲
助
）
の
か
っ
こ
う
の
場
所
に
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な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
明
治
三
十
八
年
か
ら
接
待
茶
屋
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
鈴
木
と
め
の
話
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
茶
屋
の
墓
地
が
四
方
を
土
手
（
土
塁
）
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
い
う
景
観
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
。
　
こ
の
茶
屋
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、
と
め
の
孫
に
あ
た
る
昭
和
三
年
生
ま
れ
の
鈴
木
昇
氏
が
現
在
管
理
し
て
お
り
、
茶
屋
の
あ
っ
た
場
所
の
向
か
い
側
の
台
地
上
に
開
か
れ
て
い
る
。
周
囲
は
雑
草
や
低
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
が
、
墓
地
ま
で
の
道
や
墓
地
内
は
整
備
さ
れ
て
お
り
全
体
的
な
形
は
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。
以
前
こ
の
墓
地
内
で
は
樹
木
栽
培
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
名
残
も
あ
っ
て
細
い
木
々
が
乱
立
し
て
い
る
。
　
墓
地
は
縦
横
と
も
に
二
〇
m
位
で
、
其
の
周
囲
を
幅
一
m
高
さ
一
m
位
の
土
塁
が
囲
ん
で
い
る
。
土
塁
内
へ
の
入
り
口
は
真
ん
中
か
ら
少
し
右
側
に
寄
っ
た
位
置
に
あ
り
、
そ
こ
だ
け
幅
二
m
位
土
塁
を
切
っ
て
あ
る
。
鈴
木
氏
が
こ
の
墓
地
の
由
来
と
し
て
聞
い
て
い
る
の
は
、
箱
根
の
峠
越
え
で
亡
く
な
る
多
く
の
人
を
、
性
学
教
団
が
埋
葬
・
供
養
す
る
た
め
に
開
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
立
つ
墓
石
は
入
り
口
か
ら
向
か
っ
て
左
か
ら
、
石
毛
源
五
郎
、
鈴
木
家
の
墓
、
金
杉
伝
次
兵
衛
の
三
基
だ
け
で
あ
る
。
　
鈴
木
家
の
墓
は
「
鈴
木
家
之
墓
」
と
刻
ま
れ
た
現
代
的
な
角
柱
型
の
家
墓
と
「
賢
響
功
徳
積
善
儀
雁
居
士
」
と
刻
ま
れ
た
力
三
郎
の
墓
が
あ
り
、
そ
こ
に
と
め
・
力
之
助
・
万
太
郎
・
と
き
の
四
人
の
こ
と
を
記
し
た
墓
誌
が
あ
る
。
　
三
代
目
教
主
の
石
毛
源
五
郎
の
墓
石
は
、
高
さ
一
〇
一
㎝
、
横
、
奥
行
き
と
も
一
辺
一
八
㎝
角
の
柱
状
で
あ
る
。
石
毛
源
五
郎
の
墓
に
つ
い
て
は
前
掲
の
『
大
原
幽
学
遠
藤
亮
規
と
山
中
新
田
接
待
茶
屋
』
に
「
（
石
毛
）
の
死
後
の
接
待
茶
屋
へ
の
埋
葬
に
至
る
経
緯
ま
で
、
実
に
話
題
は
多
か
っ
た
」
と
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
石
毛
源
五
郎
は
石
部
で
亡
く
な
り
、
腐
り
か
け
て
い
た
遺
体
を
こ
こ
へ
埋
葬
し
、
石
毛
の
実
家
の
あ
る
山
田
町
府
馬
の
帰
命
台
墓
地
に
は
、
髪
の
毛
だ
け
を
埋
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
分
骨
埋
葬
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
昇
氏
か
ら
特
別
な
こ
と
は
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
金
杉
伝
次
兵
衛
の
墓
石
は
頂
上
が
尖
っ
た
兜
巾
型
で
、
石
材
も
香
取
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
一
番
下
の
台
石
だ
け
は
厚
み
が
な
く
別
材
で
あ
る
。
　
石
毛
と
金
杉
の
二
基
の
墓
石
銘
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
石
毛
源
五
郎
（
規
方
）
の
墓
石
（
図
5
）
　
　
　
（
右
側
面
）
　
千
葉
縣
香
取
郡
府
馬
村
府
馬
　
　
　
（
正
面
）
　
　
石
毛
規
方
墓
　
　
　
（
左
側
面
）
　
大
正
四
年
卯
三
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
年
八
十
四
才
　
　
金
杉
伝
次
兵
衛
の
墓
石
（
図
6
）
　
　
　
（
右
側
面
）
　
下
総
国
香
取
郡
古
城
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
杉
傳
次
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
年
七
十
三
　
　
　
（
正
面
）
　
　
騰
警
本
因
勤
覚
居
士
　
　
　
（
左
側
面
）
　
明
治
廿
六
年
癸
巳
十
月
七
日
没
　
茶
屋
の
跡
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
親
戚
に
あ
た
る
鈴
木
静
二
家
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
接
待
茶
屋
で
使
用
し
た
大
小
の
茶
釜
二
点
と
茶
屋
で
使
用
し
た
湯
飲
み
茶
碗
や
看
板
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
茶
屋
開
設
に
関
す
る
古
文
書
類
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
明
治
十
八
年
に
墓
地
と
し
て
土
地
の
借
用
を
願
っ
た
依
頼
書
が
あ
り
、
場
所
を
示
す
図
面
と
共
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
　
　
箱
根
山
施
行
平
接
待
茶
処
接
続
地
借
用
御
依
頼
之
書
　
　
　
　
字
施
行
平
　
　
　
一
　
　
叢
地
　
　
　
拾
間
四
面
　
　
　
　
　
　
　
此
　
地
坪
　
　
百
坪
　
　
右
之
地
所
當
施
行
平
接
待
茶
処
参
丑
寅
之
方
山
合
之
地
所
、
別
紙
絵
図
面
之
通
　
　
借
用
之
上
取
役
置
接
待
ノ
詰
合
之
者
萬
一
死
亡
有
之
候
節
埋
葬
致
度
、
国
許
へ
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者
遠
路
之
事
故
、
諸
事
不
都
合
之
儀
も
有
之
可
相
成
儀
二
御
座
候
ハ
・
、
相
當
　
　
之
地
税
相
納
永
代
借
用
仕
度
御
協
議
之
上
、
御
承
諾
有
之
度
、
此
段
及
御
依
頼
　
　
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
香
）
　
　
　
明
治
十
八
年
三
月
三
十
一
日
　
下
総
国
兼
取
郡
長
部
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
石
性
理
学
教
会
よ
り
出
張
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
府
士
族
　
鳥
居
正
則
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
平
民
　
　
　
石
毛
惣
四
郎
　
⑳
　
　
　
　
　
函
嶺
一
駅
　
　
　
　
　
　
五
拾
弐
ケ
邨
御
取
締
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
御
中
　
こ
れ
に
拠
れ
ば
墓
地
と
し
て
の
借
用
地
の
面
積
は
拾
間
四
方
の
百
坪
と
あ
る
の
で
、
現
在
土
塁
の
廻
っ
て
い
る
範
囲
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
墓
地
を
使
用
す
る
も
の
は
「
接
待
ノ
詰
合
之
者
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
茶
屋
に
詰
め
て
い
る
性
学
側
の
人
た
ち
を
指
し
て
い
る
と
い
え
、
当
初
か
ら
性
学
門
人
の
た
め
の
墓
地
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
八
石
か
ら
の
依
頼
人
と
し
て
登
場
す
る
鳥
居
と
石
毛
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
　
実
際
に
接
待
茶
屋
で
死
亡
す
る
例
が
多
か
っ
た
の
か
は
記
録
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
同
家
の
文
書
の
な
か
に
茶
屋
開
設
に
あ
た
り
、
門
人
の
間
で
交
わ
し
た
議
　
　
　
　
（
2
定
書
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
施
行
平
に
勤
め
る
門
人
た
ち
の
心
得
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
性
学
教
団
が
各
地
に
開
い
た
性
学
の
丹
精
の
場
の
一
つ
と
し
て
茶
屋
を
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
茶
屋
は
通
行
者
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
性
学
教
団
が
丹
精
を
実
践
す
る
た
め
の
施
設
で
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
の
墓
地
は
性
学
の
施
設
に
付
随
す
る
墓
地
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
、
こ
の
こ
と
は
施
設
に
付
随
し
た
墓
地
を
用
意
す
る
他
の
性
学
施
設
と
同
様
な
考
え
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
4
名
古
屋
市
平
和
公
園
万
松
寺
の
幽
学
墓
（
Q
O
N
－
）
大
原
幽
学
は
自
ら
の
出
自
に
つ
い
て
は
最
期
ま
で
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
門
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人
の
間
で
は
尾
張
藩
家
臣
大
道
寺
家
の
出
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
説
に
基
づ
き
同
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
名
古
屋
の
万
松
寺
に
は
、
明
治
七
年
に
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
幽
学
の
墓
石
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
石
は
写
真
等
で
よ
く
紹
介
さ
れ
る
の
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
　
こ
の
墓
石
に
関
し
て
最
初
に
注
目
し
た
の
は
水
谷
盛
光
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
名
古
屋
周
辺
の
文
献
資
料
を
調
査
す
る
中
で
見
出
し
た
大
原
幽
学
の
生
前
と
没
後
の
二
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
3
）
の
史
料
を
も
と
に
、
尾
張
出
身
と
言
わ
れ
る
幽
学
の
出
自
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
　
一
件
は
嘉
永
五
年
に
江
戸
で
行
わ
れ
て
い
た
幽
学
の
身
元
取
調
べ
に
関
連
し
て
、
江
戸
か
ら
の
問
い
合
せ
に
対
す
る
地
元
代
官
よ
り
尾
張
地
方
へ
発
せ
ら
れ
た
幽
学
の
身
元
確
認
の
た
め
の
触
れ
で
あ
る
。
も
う
一
件
は
明
治
初
期
の
名
占
屋
に
お
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
シ
よ
ノ
シ
ら
つ
よ
エ
つ
雑
学
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
書
き
と
め
て
い
た
小
寺
玉
晃
の
日
記
で
、
そ
こ
に
は
香
取
郡
か
ら
幽
学
門
人
た
ち
が
幽
学
の
墓
石
を
建
立
す
る
た
め
の
相
談
に
玉
晃
の
も
と
を
度
々
訪
れ
て
い
る
記
載
が
あ
る
。
　
い
ず
れ
も
こ
の
二
件
を
取
り
上
げ
た
水
谷
氏
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
幽
学
研
究
に
は
無
か
っ
た
分
野
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幽
学
の
出
自
を
主
な
課
題
と
し
て
い
た
の
で
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
墓
．
石
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
墓
石
建
立
に
関
す
る
内
容
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
史
料
な
の
で
、
以
下
で
は
水
谷
氏
の
作
業
に
導
か
れ
な
が
ら
、
名
古
屋
の
幽
学
墓
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
　
（
1
）
墓
石
の
現
状
　
幽
学
の
墓
が
所
在
す
る
の
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
内
の
曹
洞
宗
寺
院
万
松
寺
墓
地
の
一
角
で
あ
る
。
こ
こ
は
戦
後
の
復
興
事
業
の
、
環
で
市
内
の
墓
を
移
転
し
た
場
所
で
あ
り
、
万
松
寺
の
墓
石
群
も
同
じ
よ
う
に
移
転
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
の
大
道
寺
家
の
墓
地
内
に
幽
学
の
墓
は
あ
る
。
　
銘
を
刻
ん
だ
樟
石
部
分
は
、
高
さ
約
．
二
〇
㎝
、
幅
と
奥
行
き
は
共
に
約
二
、
九
㎝
一．ご、
一
　
…
　
●
（
　
T
㌦♂
図7　名古屋市平和公園内の大原幽学墓石
で
頂
上
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
、
悼
．
右
の
乗
る
台
、
右
の
前
に
は
、
花
立
て
の
筒
が
．
．
段
目
の
台
石
に
乗
る
形
で
立
ち
、
そ
の
間
に
線
香
立
て
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
最
下
段
の
薄
い
敷
石
の
前
に
も
花
立
て
と
線
香
立
て
が
地
面
に
埋
ま
っ
て
立
っ
て
い
る
。
　
戦
災
に
遭
っ
た
た
め
に
写
真
の
よ
う
に
墓
石
全
体
に
ひ
び
割
れ
が
多
く
、
欠
損
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
銘
は
樟
石
正
面
に
「
大
原
幽
學
先
生
墓
」
と
あ
る
だ
け
で
、
左
右
の
側
面
や
裏
面
に
も
文
字
は
な
く
、
建
立
年
や
施
主
名
も
な
い
墓
石
で
あ
る
。
　
石
材
は
最
下
段
の
敷
、
右
と
そ
の
前
の
花
立
て
以
外
は
全
て
同
じ
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
か
っ
た
花
…
岡
岩
で
あ
る
。
こ
の
石
材
は
大
道
寺
家
も
含
め
周
辺
の
墓
石
と
同
じ
で
あ
り
、
形
も
周
辺
の
同
時
期
の
も
の
と
似
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
幽
学
の
墓
石
に
つ
い
て
は
、
門
人
達
が
と
く
に
石
材
や
形
態
に
こ
だ
わ
っ
た
様
子
は
な
く
、
こ
の
地
域
で
↓
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
墓
石
と
同
じ
様
式
で
建
て
ら
れ
た
と
い
え
る
。
　
（
2
）
小
寺
玉
晃
の
記
載
　
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
名
占
屋
市
史
資
料
』
は
、
名
古
屋
市
史
編
纂
に
際
し
て
名
古
屋
に
関
す
る
史
料
を
全
国
的
に
収
集
、
筆
写
し
た
資
料
集
で
116
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あ
る
。
そ
れ
ら
は
疎
開
し
て
い
た
た
め
空
襲
を
免
れ
て
、
現
在
は
鶴
舞
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
『
小
寺
玉
晃
見
聞
筆
録
　
巻
こ
に
、
幽
学
の
手
が
か
り
を
求
め
て
明
治
七
年
五
月
に
性
学
門
人
の
石
毛
源
五
郎
と
鈴
木
英
三
が
、
小
寺
玉
晃
の
も
と
を
訪
ね
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
　
石
毛
と
鈴
木
の
ほ
か
名
前
の
記
さ
れ
て
い
な
い
一
人
を
含
め
た
三
人
は
、
五
月
十
五
日
か
ら
玉
晃
の
記
事
に
時
折
に
登
場
す
る
が
記
事
が
断
片
的
な
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
は
来
訪
の
目
的
な
ど
は
分
か
ら
な
い
。
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
小
寺
玉
晃
の
『
甲
戌
雑
々
録
』
に
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
記
載
が
見
え
、
こ
の
記
録
か
ら
幽
学
の
身
元
を
尋
ね
て
き
た
門
人
た
ち
の
動
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
こ
の
記
録
は
紙
背
文
書
が
あ
っ
て
非
常
に
読
み
に
く
い
史
料
で
あ
り
、
全
文
の
解
読
が
困
難
だ
っ
た
の
で
文
意
を
ま
と
め
る
。
　
明
治
七
年
六
月
に
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
よ
り
、
万
松
寺
へ
幽
学
先
生
の
碑
を
建
　
て
に
来
た
者
た
ち
が
い
る
。
彼
等
が
言
う
に
は
幽
学
先
生
は
前
名
を
大
道
寺
実
生
　
と
い
い
、
幼
名
は
才
次
郎
で
大
道
寺
玄
蕃
直
方
の
子
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
京
　
都
や
信
州
、
下
総
へ
と
行
き
多
く
の
人
を
教
え
て
歩
い
た
が
、
安
政
五
年
三
月
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
日
に
六
二
才
で
病
死
し
た
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
十
七
年
に
な
る
の
で
、
幽
学
先
生
　
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
と
訪
ね
て
き
た
。
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
門
人
等
が
小
寺
玉
晃
を
訪
ね
た
の
は
、
玉
晃
が
名
古
屋
城
下
の
情
報
を
豊
富
に
持
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
小
寺
家
が
か
つ
て
は
大
道
寺
家
の
家
臣
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
玉
晃
は
「
大
道
寺
直
方
之
摘
子
二
不
非
事
」
と
し
て
、
大
道
寺
家
に
は
幽
学
に
該
当
す
る
人
物
は
い
な
い
こ
と
を
彼
等
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
刑
ま
で
受
け
た
幽
学
の
墓
を
大
道
寺
家
の
墓
地
に
建
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
ま
た
十
七
回
忌
法
要
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
普
通
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
木
村
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
氏
も
「
大
原
幽
学
の
出
自
に
つ
い
て
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
玉
晃
の
取
計
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
墓
石
建
立
に
玉
晃
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
門
人
た
ち
は
万
松
寺
へ
墓
石
と
十
七
回
忌
の
卒
塔
婆
二
本
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
次
は
「
此
節
出
来
」
と
し
て
『
甲
戌
雑
々
録
』
明
治
七
年
六
月
の
頁
に
玉
晃
が
描
い
た
幽
学
の
墓
石
で
あ
る
（
図
8
）
。
　
現
状
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
玉
晃
の
図
に
は
線
香
立
て
と
地
面
に
立
つ
花
立
て
が
な
い
な
ど
、
現
状
と
相
違
す
る
点
も
散
見
で
き
る
。
ま
た
当
時
は
こ
の
よ
う
に
柵
で
囲
っ
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
玉
晃
は
悼
石
の
頂
上
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
現
状
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
が
描
か
れ
て
い
る
墓
石
の
頂
上
は
極
端
に
尖
っ
て
い
る
。
ま
た
花
口
岡
岩
製
で
あ
る
の
で
墓
石
全
体
に
黒
点
を
ま
ぶ
す
な
ど
、
玉
晃
も
石
材
の
表
現
を
工
夫
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
名
古
屋
で
の
墓
石
建
立
に
関
し
て
香
取
の
性
学
教
団
の
側
に
も
入
用
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
表
紙
に
『
尾
張
国
愛
知
郡
名
護
屋
万
松
寺
へ
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
先
生
之
御
石
碑
建
立
之
諸
記
　
明
治
七
庚
戌
年
六
月
廿
八
日
改
』
と
あ
り
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
墓
石
建
立
の
諸
経
費
を
ま
と
め
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
〉
図8
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記
載
内
容
で
気
に
な
る
の
は
二
つ
の
台
石
と
樟
石
の
計
三
つ
の
石
材
は
、
大
阪
方
面
の
御
影
石
（
花
口
岡
岩
）
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
石
材
を
名
古
屋
へ
運
ん
で
か
ら
の
作
業
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
玉
晃
の
図
に
は
見
え
な
か
っ
た
が
墓
石
の
後
ろ
に
は
植
栽
も
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
の
諸
経
費
が
合
わ
せ
て
金
一
一
〇
両
余
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
史
料
は
後
で
纏
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
り
、
記
載
順
は
日
付
ど
お
り
で
は
な
い
が
、
幽
学
の
墓
石
の
完
成
は
明
治
七
年
六
月
二
十
六
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
小
寺
玉
晃
の
史
料
か
ら
、
幽
学
の
墓
石
建
立
年
月
を
明
治
七
年
五
月
と
断
定
さ
れ
た
水
谷
氏
と
の
相
違
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
を
五
月
と
想
定
し
そ
れ
は
墓
石
が
完
成
し
た
た
め
に
帰
国
し
た
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
幽
学
の
祥
月
命
日
で
あ
る
旧
暦
三
月
八
日
が
新
暦
で
は
四
月
二
十
三
日
に
あ
た
る
と
し
、
そ
の
日
を
期
し
て
の
墓
石
建
立
と
考
え
れ
ば
、
い
っ
そ
う
五
月
説
を
妥
当
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
先
の
『
大
先
生
之
御
石
碑
建
立
之
諸
記
』
に
は
六
月
二
十
六
日
に
石
工
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
開
元
（
眼
）
と
あ
る
の
で
、
六
月
の
建
立
は
間
違
い
な
い
。
　
ま
た
、
玉
晃
の
『
甲
戌
雑
々
録
』
に
は
六
月
二
十
七
日
に
和
宮
が
熱
田
駅
に
止
宿
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
記
載
順
と
し
て
は
そ
の
直
前
に
「
此
節
出
来
」
と
い
う
墓
石
の
図
が
描
か
れ
、
和
宮
の
記
事
の
次
に
、
六
月
に
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
八
石
の
者
た
ち
が
幽
学
先
生
の
碑
を
立
て
に
き
た
一
件
と
し
て
記
し
て
い
る
の
で
、
記
帳
の
順
か
ら
い
っ
て
も
「
此
節
出
来
」
の
同
月
廿
六
日
は
六
月
の
記
事
に
間
違
い
な
い
。
表3　明治7年　大原幽学墓石建立の経費
月日
6．19
　20
　26
CU
C
U
9
白
り
乙
26
6
C
U
2
2
6
C
U
C
U
2
2
26．10
　10
　10
6．26
　26
C
U
C
U
2
2
金額
25両
14両3分
12両2分
10匁
5両
8両1分
5匁
5両2分
10匁
8両
3両2分
1分
1両
2両2分
1両3分
1貫250文
3両
10両
1両1分
2両2分
3両3分
7貫735文
1貫725文
2分
内　訳（備考）
御影石3ツ代、大阪表石源へ渡ス
大阪石切出し場より名古屋迄之運賃、河岸場車力代共
御石碑樟名細工料
同　上台細工料
同　中台細工料
正面文字彫手間分
芝付、石四ツ組代　手間並車力代共
巻上ケ建方入用
右建方二付石工3人差入分手間
石花筒2本代
右細工場に家組諸式手間分
石工6人へ酒代遣ス
御墓所1丈4尺四方、地代万松寺へ納
万松寺方丈へ御石碑文字御認之礼上ル
御石碑出来上リ之節石工へ祝儀並酒代共遣ス
御囲諸式杉丸太並御墓所後之根代植木代共〆
開元二付墨筆御備物御水茶椀分
大方丈始へ開元之御布施
合計　金109両　銀25匁　銭10貫710文
　　金二上ケ合　110両1分ト2貫370文也
25両　山崎衡様より助成分右相加ル
50両　長部　諸徳寺　足川　岡飯田　阿玉　米之井
　　友より被差出候分相加ル
飯倉右村道
　
名
古
屋
万
松
寺
に
立
つ
大
原
幽
学
の
墓
石
は
、
そ
れ
ま
で
千
葉
県
内
務
部
『
大
原
幽
学
』
が
明
治
八
、
九
年
頃
、
高
倉
テ
ル
『大
原
幽
学
』
が
明
治
四
年
を
建
立
年
と
し
て
い
た
が
、
水
谷
氏
は
そ
れ
ら
を
否
定
し
、
玉
晃
の
記
録
か
ら
明
治
七
年
五
月
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
は
名
古
屋
市
史
資
料
『
小
寺
玉
晃
見
聞
筆
録
』
に
五
月
十
五
日
か
ら
石
毛
源
五
郎
や
鈴
木
英
三
が
玉
晃
を
訪
ね
て
お
り
、
ま
た
彼
等
が
六
月
十
日
に
は
別
れ
の
挨
拶
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
集
の
六
月
十
日
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
十
日
（
前
略
）
万
松
寺
江
両
三
人
在
所
へ
明
十
一
日
発
足
　
　
　
　
暇
乞
（
後
略
）
　
こ
の
よ
う
に
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
十
日
の
記
事
で
あ
り
、
ま
た
在
所
へ
発
つ
こ
と
は
す
で
に
墓
石
が
完
成
し
た
の
で
帰
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
玉
晃
の
『
甲
戌
雑
々
録
』
に
あ
る
明
治
七
年
の
同
月
廿
六
日
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
性
学
関
係
者
が
帰
国
す
る
記
事
に
つ
い
て
も
、
同
月
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つ
ま
り
、
六
月
十
日
に
石
毛
源
五
郎
と
鈴
木
英
三
が
在
所
へ
帰
る
と
あ
る
の
は
、
『大
先
生
之
御
石
碑
建
立
之
諸
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
万
松
寺
へ
地
代
な
ど
を
払
っ
て
か
ら
下
総
へ
帰
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
墓
石
が
完
成
し
た
の
で
大
阪
方
面
の
石
材
関
係
者
の
も
と
へ
出
か
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
開
眼
に
あ
わ
せ
て
戻
っ
て
き
た
の
か
、
又
は
彼
ら
は
帰
国
し
違
う
門
人
が
再
び
来
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
石
毛
と
鈴
木
の
出
立
の
挨
拶
を
墓
石
完
成
後
の
帰
国
と
解
釈
し
た
と
こ
ろ
が
、
水
谷
氏
が
建
立
月
を
一
ヶ
月
誤
っ
た
要
因
と
い
え
る
。
　
以
上
、
小
寺
玉
晃
の
二
種
類
の
記
録
と
門
人
間
に
伝
わ
っ
た
墓
石
建
立
の
記
録
か
ら
、
名
古
屋
の
幽
学
の
墓
石
建
立
の
経
緯
を
見
て
き
た
が
、
以
下
、
そ
れ
ら
を
含
め
名
古
屋
で
の
門
人
達
の
動
き
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
　
ま
ず
門
人
た
ち
は
師
匠
で
あ
る
幽
学
の
十
七
回
忌
に
際
し
て
、
幽
学
の
大
道
寺
家
出
身
と
い
う
伝
承
を
確
認
す
る
た
め
名
古
屋
周
辺
で
情
報
の
収
集
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
道
寺
家
と
も
関
わ
り
の
あ
る
小
寺
玉
晃
を
訪
ね
る
が
、
幽
学
の
出
自
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
大
道
寺
家
の
墓
地
に
墓
石
を
建
立
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
許
さ
れ
、
そ
し
て
六
月
に
は
墓
石
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
　
た
だ
注
目
す
べ
き
は
前
年
近
江
国
石
部
に
建
て
た
遠
藤
良
左
衛
門
の
墓
石
と
、
形
が
全
く
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
遠
藤
の
墓
石
は
周
囲
を
石
垣
で
囲
む
な
ど
墓
地
全
体
の
雰
囲
気
や
墓
石
の
形
態
も
、
そ
の
地
の
伝
統
的
な
墓
石
と
は
全
く
異
な
る
周
囲
か
ら
独
立
し
た
墓
だ
っ
た
が
、
名
古
屋
に
建
て
た
幽
学
の
墓
は
周
囲
の
墓
石
と
石
材
や
形
ま
で
も
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
両
墓
石
と
も
建
立
の
施
主
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
名
古
屋
の
場
合
に
は
大
道
寺
家
の
墓
地
に
建
て
さ
せ
て
も
ら
う
以
上
、
同
家
の
墓
制
に
合
う
墓
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
石
部
に
立
つ
遠
藤
の
墓
石
の
場
合
は
、
建
立
の
前
に
性
学
の
教
え
が
地
域
内
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
教
主
の
墓
で
あ
る
の
で
在
地
習
俗
と
は
隔
絶
し
た
宗
教
的
な
墓
地
空
間
を
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
③
長
部
村
の
墓
地
（
M
－
）
　
（
1
）
長
部
村
の
住
居
移
転
と
墓
地
　
香
取
郡
長
部
村
は
大
原
幽
学
の
指
導
す
る
性
学
仕
法
を
村
全
体
で
受
け
入
れ
た
村
で
、
後
に
二
代
目
の
教
主
と
な
る
こ
の
村
の
名
主
遠
藤
良
左
衛
門
を
筆
頭
に
、
村
と
し
て
幽
学
の
改
革
的
指
導
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。
長
部
に
お
け
る
幽
学
の
指
導
に
つ
い
て
は
膨
大
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
農
業
技
術
だ
け
で
は
な
く
習
俗
の
面
で
も
幽
学
の
考
え
が
浸
透
し
て
い
っ
た
様
子
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
村
の
習
俗
を
幽
学
な
り
に
改
変
さ
せ
た
う
え
で
、
性
学
の
活
動
と
し
て
村
の
年
中
行
事
の
中
に
新
た
に
位
置
づ
け
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
　
長
部
村
で
実
施
さ
れ
た
性
学
仕
法
の
う
ち
非
常
に
大
き
な
事
業
と
し
て
、
耕
作
地
近
く
へ
の
住
居
の
移
転
が
あ
る
。
こ
れ
は
幽
学
の
指
導
に
よ
り
天
保
十
三
年
頃
に
実
施
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
村
の
ほ
ぼ
中
央
の
高
台
に
祀
ら
れ
た
日
野
神
社
の
周
辺
に
集
ま
っ
て
い
た
住
居
を
、
二
軒
を
一
組
と
し
て
耕
作
地
の
近
い
場
所
へ
居
住
地
を
移
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
法
に
つ
い
て
は
幽
学
の
指
導
し
た
合
理
的
改
革
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
先
祖
株
組
合
や
耕
地
整
理
な
ど
と
共
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
史
料
的
根
拠
は
と
い
う
と
非
常
に
弱
い
点
も
あ
り
こ
れ
ま
で
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
も
疑
問
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
基
礎
的
な
部
分
を
見
直
す
よ
う
な
丹
念
な
研
究
も
進
め
ら
れ
、
耕
地
の
移
動
・
集
積
を
検
討
し
た
門
前
博
之
氏
は
、
長
部
村
の
集
落
移
転
は
幽
学
の
指
導
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
前
か
ら
徐
々
に
住
居
の
拡
散
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
野
神
社
の
奥
に
あ
っ
た
共
同
墓
地
が
、
幽
学
の
指
導
に
よ
っ
て
近
世
の
あ
る
時
期
に
男
女
別
の
二
箇
所
の
墓
地
へ
と
移
動
し
た
と
す
る
説
も
、
史
料
的
な
根
拠
は
や
は
り
見
出
せ
な
い
の
で
、
無
検
討
の
ま
ま
幽
学
に
結
び
つ
け
る
の
は
危
険
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
住
居
と
墓
地
の
移
転
が
幽
学
の
指
導
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
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う
の
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
そ
れ
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
性
学
墓
を
め
ぐ
る
開
設
の
経
緯
や
習
俗
な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
幽
学
研
究
か
ら
外
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
か
と
い
っ
て
こ
の
問
題
を
現
段
階
で
明
ら
か
に
す
る
ほ
ど
の
準
備
を
筆
者
は
持
ち
え
て
い
な
い
が
、
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
こ
こ
で
は
長
部
地
区
に
残
る
性
学
門
人
の
共
同
墓
地
の
現
状
お
よ
び
墓
地
改
変
に
か
か
わ
る
史
料
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
長
部
地
区
に
は
寺
院
は
な
く
、
隣
の
清
和
甲
（
諸
徳
寺
）
地
区
の
天
台
宗
永
命
寺
が
葬
儀
及
び
墓
地
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
共
同
墓
地
は
男
を
埋
葬
す
る
墓
地
と
、
女
を
埋
葬
す
る
墓
地
に
分
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
こ
づ
か
　
　
お
ん
な
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
お
と
こ
は
か
　
　
お
ん
な
は
か
か
れ
て
お
り
、
と
も
に
男
塚
、
女
塚
も
し
く
は
男
墓
、
女
墓
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
ず
両
墓
地
の
現
状
を
概
観
し
て
お
く
。
　
（
2
）
男
墓
　
男
墓
は
女
墓
と
は
小
高
い
丘
を
隔
て
た
台
地
上
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
開
か
れ
て
い
る
。
中
央
の
広
場
を
囲
む
よ
う
に
性
学
特
有
の
頂
上
が
尖
っ
た
墓
石
が
、
ど
れ
も
内
側
に
正
面
を
向
け
て
立
ち
並
ん
で
お
り
、
そ
の
配
置
は
家
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
墓
地
内
に
は
塚
状
の
小
山
が
二
つ
あ
り
、
南
側
の
塚
に
は
大
日
如
来
坐
像
が
、
東
側
の
塚
に
は
六
十
六
部
廻
国
塔
が
立
っ
て
い
る
。
　
性
学
型
の
墓
石
の
ほ
か
に
、
こ
の
地
方
で
は
よ
く
見
る
一
般
的
な
形
の
墓
石
も
か
な
り
混
じ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
は
時
代
的
に
幽
学
が
長
部
へ
入
る
以
前
の
年
号
を
持
つ
も
の
も
多
い
。
ま
た
各
墓
石
の
正
面
に
刻
ま
れ
た
戒
名
は
九
割
以
上
が
男
だ
け
を
刻
ん
で
お
り
、
こ
の
地
方
で
よ
く
見
ら
れ
る
連
名
の
墓
石
も
、
男
性
を
示
す
居
士
号
の
戒
名
が
並
ん
で
い
る
。
天
明
二
年
の
連
名
墓
石
が
唯
一
夫
婦
と
思
わ
れ
る
墓
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
こ
の
墓
地
内
に
は
塚
上
の
供
養
塔
の
ほ
か
に
も
同
様
な
六
十
六
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部
の
廻
国
供
養
等
が
数
基
個
人
の
家
に
集
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
墓
地
は
男
だ
け
の
墓
地
と
し
て
意
識
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
六
部
行
者
な
ど
男
の
信
仰
儀
礼
に
関
す
る
も
の
も
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
幽
学
は
安
政
五
年
三
月
八
日
の
未
明
に
、
こ
の
墓
地
の
中
央
部
に
あ
る
遠
藤
家
の
墓
地
で
自
刃
し
た
。
当
初
そ
の
場
所
に
は
墓
石
で
は
な
く
榊
が
墓
標
と
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
大
正
十
一
年
に
な
っ
て
現
在
の
「
大
原
幽
学
翁
之
墓
」
と
刻
ん
だ
板
状
の
墓
石
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
幽
学
の
墓
に
、
性
学
集
団
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
だ
わ
っ
た
特
徴
的
な
墓
石
を
用
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
遺
体
を
何
処
へ
ど
の
よ
う
に
埋
葬
し
、
ど
の
よ
う
な
葬
儀
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
よ
う
な
幽
学
の
葬
儀
に
関
す
る
記
録
は
、
残
念
な
が
ら
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
逆
に
不
自
然
な
く
ら
い
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
性
学
教
主
の
墓
が
性
学
墓
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
性
学
集
団
の
墓
へ
の
こ
だ
わ
り
は
幽
学
の
時
代
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
以
降
の
、
遠
藤
や
石
毛
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
性
学
墓
と
幽
学
と
を
簡
単
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
理
由
の
一
つ
と
も
な
っ
て
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
弘
化
三
年
の
墓
所
一
件
の
関
係
で
後
述
し
た
い
。
　
（
3
）
女
　
墓
　
次
に
女
墓
を
見
て
み
よ
う
。
場
所
は
日
野
神
社
の
西
側
の
奥
に
開
か
れ
て
い
る
。
横
長
に
広
が
っ
た
墓
地
全
体
を
低
い
土
塁
が
囲
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
も
何
本
か
の
土
塁
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
奥
に
は
「
子
安
様
」
と
呼
ば
れ
る
観
音
堂
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
い
ま
な
お
子
安
講
な
ど
の
女
性
を
主
と
し
た
信
仰
が
生
き
て
い
る
。
観
音
堂
の
周
り
に
は
東
下
総
地
方
で
は
近
世
前
期
の
墓
標
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
砂
岩
製
の
霊
廟
型
の
墓
標
や
、
元
禄
期
ご
ろ
か
ら
の
安
山
岩
製
の
舟
型
の
墓
標
が
乱
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
刻
ま
れ
た
戒
名
を
見
る
と
禅
定
門
や
信
士
な
ど
の
男
性
の
号
や
、
夫
婦
ら
し
き
男
女
連
名
の
戒
名
を
刻
ん
だ
墓
石
が
あ
る
。
し
か
し
新
し
い
墓
石
は
無
く
、
現
在
は
墓
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
長
部
の
か
つ
て
の
共
同
墓
地
は
こ
の
観
音
堂
の
周
辺
に
あ
り
、
そ
こ
は
男
女
の
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
い
つ
の
時
代
か
現
在
の
二
箇
所
へ
移
り
、
そ
の
際
に
男
女
別
と
い
う
形
態
が
生
ま
れ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
共
同
墓
地
と
低
い
土
塁
を
隔
て
て
隣
接
す
る
の
が
女
墓
で
あ
る
。
新
し
い
墓
石
は
家
の
墓
と
し
て
「
○
○
家
之
墓
」
と
い
う
角
柱
の
石
を
立
て
、
そ
こ
へ
火
葬
し
た
骨
壷
を
安
置
す
る
方
法
に
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
年
頃
ま
で
は
土
葬
が
一
般
的
で
、
建
て
る
墓
標
も
一
人
一
基
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
立
て
る
墓
石
の
悼
石
も
角
柱
の
頂
上
が
尖
っ
た
い
わ
ゆ
る
兜
巾
型
が
多
く
、
そ
の
大
き
さ
は
ど
れ
も
が
ほ
ぼ
同
じ
で
台
石
も
三
段
重
ね
の
性
学
の
墓
石
で
あ
る
。
　
全
墓
石
の
調
査
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
筆
者
が
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
女
墓
で
は
こ
う
し
た
性
学
の
特
徴
的
な
墓
石
も
、
時
期
に
よ
っ
て
形
態
上
で
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
先
ほ
ど
の
兜
巾
型
の
墓
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
降
、
昭
和
に
建
て
ら
れ
た
も
の
も
こ
の
形
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
似
た
よ
う
な
悼
石
を
の
せ
な
が
ら
、
頂
上
を
尖
ら
せ
ず
皿
を
被
せ
た
よ
う
な
形
も
そ
れ
以
前
に
は
多
く
見
ら
れ
、
下
の
台
石
二
段
の
上
に
蓮
華
を
レ
リ
ー
フ
し
た
受
け
台
を
配
し
た
兜
巾
型
の
も
の
が
、
弘
化
や
嘉
永
、
安
政
な
ど
幕
末
期
の
も
の
に
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
形
か
ら
は
男
墓
ほ
ど
性
学
墓
特
有
の
画
一
的
な
墓
石
ば
か
り
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
明
治
二
十
年
代
に
な
っ
て
規
格
性
の
あ
る
墓
石
に
統
一
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
窺
え
る
。
　
墓
石
の
銘
文
は
正
面
に
女
性
だ
け
の
戒
名
が
刻
ま
れ
、
多
く
は
そ
の
左
側
面
に
施
主
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
施
主
名
は
男
性
の
名
前
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
世
帯
主
と
い
う
か
屋
号
で
あ
り
墓
石
は
家
が
建
て
る
も
の
と
い
う
意
識
な
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
長
部
の
男
女
の
墓
地
を
見
て
き
た
が
、
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
墓
石
の
形
と
い
う
点
で
は
性
学
の
規
格
性
の
あ
る
性
学
墓
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
男
墓
で
あ
り
、
女
墓
の
方
が
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
豊
富
な
種
類
が
見
ら
れ
た
が
、
明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
規
格
性
の
あ
る
性
学
墓
石
が
増
え
て
い
く
。
こ
れ
は
性
学
墓
の
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規
格
性
が
浸
透
し
て
き
た
の
が
こ
の
時
期
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
　
墓
地
と
し
て
は
女
墓
に
隣
接
す
る
観
音
堂
付
近
が
、
男
女
別
に
墓
地
が
分
離
す
る
以
前
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
と
い
え
、
そ
こ
で
は
男
女
を
分
け
る
こ
と
な
く
こ
の
地
方
の
一
般
的
な
墓
石
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
い
つ
頃
、
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
幽
学
が
自
刃
す
る
以
前
に
男
墓
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
　
（
4
）
弘
化
三
年
の
墓
所
一
件
　
大
原
幽
学
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
八
石
性
理
学
会
旧
蔵
文
書
の
な
か
に
、
長
部
の
墓
地
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
溝
原
村
の
東
栄
寺
住
職
良
範
と
長
部
村
の
百
姓
治
兵
衛
と
の
間
で
争
論
と
な
っ
て
い
た
墓
地
拡
張
に
関
す
る
文
書
で
、
万
力
村
の
鏑
木
太
右
衛
門
が
仲
介
人
と
な
り
処
理
し
て
い
る
。
当
時
の
長
部
の
墓
地
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
有
益
な
史
料
で
あ
る
の
で
、
次
に
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
　
　
　
弘
化
三
年
八
月
十
二
日
　
　
　
万
力
村
太
右
衛
門
殿
6
御
役
所
江
差
上
候
東
栄
寺
グ
長
戸
村
江
相
懸
リ
候
墓
　
　
　
所
一
件
之
写
（
以
上
表
紙
）
　
　
　
美
濃
紙
帳
面
二
認
メ
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
　
　
下
総
国
香
取
郡
溝
原
村
東
栄
寺
良
範
グ
私
組
合
同
郡
長
部
村
百
姓
治
兵
衛
江
相
　
　
懸
墓
所
一
件
、
其
御
筋
江
申
立
、
当
御
役
所
江
御
沙
汰
相
成
、
右
治
兵
衛
井
村
　
　
役
人
共
御
呼
出
御
糺
之
上
、
私
江
事
実
糺
方
被
仰
付
、
双
方
江
得
与
始
末
相
尋
、
　
　
私
取
扱
を
以
熟
談
仕
候
趣
左
二
申
上
候
　
　
一
東
栄
寺
良
範
申
立
候
者
、
長
部
村
二
而
古
来
有
来
候
墓
所
之
外
新
地
取
広
ヶ
、
　
　
　
剰
菩
提
寺
江
無
沙
汰
二
古
墓
所
グ
石
碑
新
地
江
引
移
、
且
右
村
方
二
有
之
候
　
　
　
同
寺
末
寺
成
就
院
境
内
掠
取
労
ふ
法
之
い
た
し
方
二
付
、
難
捨
置
其
御
筋
江
　
　
　
申
立
候
儀
之
旨
申
之
　
　
一
長
部
村
治
兵
衛
井
村
役
人
共
申
立
候
者
、
有
来
候
墓
所
手
狭
二
付
、
新
葬
之
　
　
度
々
古
骨
等
堀
出
シ
、
先
祖
江
対
シ
不
孝
之
儀
与
相
心
得
、
同
所
続
有
来
墓
　
　
所
之
内
、
荒
地
二
相
成
居
リ
候
場
所
江
此
後
葬
度
村
内
一
同
相
談
之
上
、
墓
　
　
地
二
普
請
い
た
し
候
儀
二
付
、
敢
而
菩
提
寺
故
障
等
有
之
間
敷
儀
与
相
心
得
、
　
　
且
成
就
院
境
内
切
広
掠
取
候
儀
者
一
切
無
御
座
候
、
尤
村
方
作
場
道
追
々
道
　
　
狭
リ
、
人
馬
往
来
差
支
難
渋
二
付
同
院
境
内
之
脇
作
場
道
取
広
ヶ
候
儀
之
旨
　
　
申
也
　
右
之
通
双
方
申
之
立
入
得
与
承
リ
候
処
、
行
違
之
儀
も
有
之
候
二
付
、
双
方
申
　
懸
憤
合
之
儀
者
私
共
貰
請
、
尤
此
度
取
立
候
場
所
江
引
移
シ
候
石
碑
者
取
形
之
　
通
為
引
直
、
以
来
新
葬
有
之
節
者
右
取
立
候
場
所
江
葬
候
共
、
菩
提
寺
こ
お
い
　
て
柳
故
障
無
之
、
葬
式
執
行
可
申
筈
二
而
双
方
無
申
分
熟
談
行
届
、
右
一
件
重
　
而
双
方
グ
御
願
筋
無
之
旨
申
聞
候
二
付
、
御
糺
方
是
迄
二
而
御
下
ヶ
被
成
下
候
　
様
仕
度
、
此
段
於
私
共
奉
願
候
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
化
三
年
八
月
　
　
　
万
力
村
　
鏑
木
太
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
儀
左
衛
門
　
　
清
水
御
領
　
　
　
　
御
役
所
ま
ず
こ
の
文
書
か
ら
東
栄
寺
良
範
側
の
申
し
分
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
長
部
村
で
は
古
来
よ
り
の
墓
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
別
に
新
た
な
場
所
へ
墓
地
を
広
げ
、
そ
こ
へ
石
碑
を
移
し
て
お
き
な
が
ら
菩
提
寺
に
届
け
も
出
さ
ず
に
お
り
、
さ
ら
に
村
方
に
あ
る
東
栄
寺
末
寺
に
あ
た
る
成
就
院
の
境
内
を
、
掠
め
取
る
と
い
う
不
法
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
治
兵
衛
側
の
申
し
立
て
で
注
目
す
べ
き
は
村
役
人
も
一
緒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
行
為
が
村
全
体
の
考
え
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
墓
地
は
手
狭
で
新
仏
を
埋
葬
す
る
に
し
て
も
そ
の
都
度
古
い
骨
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
先
祖
へ
対
し
て
不
孝
な
行
い
で
あ
る
の
で
、
隣
接
す
る
荒
地
を
村
内
一
同
で
普
請
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
え
て
東
栄
寺
へ
は
断
り
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
祖
の
た
め
を
思
っ
て
荒
地
を
開
墾
し
た
だ
け
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な
の
で
、
菩
提
寺
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
成
就
院
境
内
に
つ
い
て
も
掠
め
取
っ
た
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
脇
を
通
る
作
場
道
が
狭
く
な
っ
て
き
た
の
で
人
馬
が
往
来
で
き
る
よ
う
に
取
広
げ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
石
碑
を
移
し
た
の
は
事
実
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
　
扱
い
人
と
し
て
万
力
村
の
二
人
が
間
に
入
っ
て
熟
談
し
た
結
果
、
「
此
度
取
立
候
場
所
」
に
つ
い
て
は
、
移
し
た
石
碑
を
元
通
り
に
戻
す
こ
と
と
す
る
が
、
新
仏
が
出
た
と
き
は
そ
こ
へ
埋
葬
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
ま
た
葬
儀
に
つ
い
て
は
前
の
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
に
菩
提
寺
で
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
も
と
に
、
長
部
村
に
お
け
る
当
時
の
墓
地
の
状
況
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
　
ま
ず
文
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
成
就
院
と
い
う
の
は
、
現
在
の
女
墓
の
奥
に
あ
る
古
い
墓
石
が
並
ぶ
観
音
堂
を
指
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
良
範
の
申
し
立
て
に
よ
れ
ば
成
就
院
と
は
別
な
場
所
に
古
来
よ
り
の
墓
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
無
断
で
石
碑
を
移
動
し
た
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
治
兵
衛
の
申
し
立
て
に
古
来
か
ら
の
墓
地
は
狭
く
て
掘
る
度
に
骨
が
出
て
く
る
と
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
遺
体
を
埋
葬
し
て
い
る
墓
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
成
就
院
に
立
つ
石
碑
を
、
古
来
か
ら
の
墓
地
へ
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
だ
け
で
は
現
在
の
男
女
別
の
墓
地
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
周
辺
の
墓
制
に
目
を
向
け
、
香
取
郡
・
海
上
郡
周
辺
が
両
墓
制
の
散
在
す
る
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
域
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
　
長
部
か
ら
二
㎞
ほ
ど
離
れ
た
香
取
郡
山
田
町
府
馬
地
区
は
、
三
代
目
教
主
と
な
っ
た
石
毛
源
五
郎
が
出
た
性
学
の
盛
ん
な
地
区
で
あ
り
、
明
治
十
九
年
に
開
削
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
＞
こ
の
性
学
墓
を
以
前
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
伝
統
的
な
墓
制
と
し
て
、
遺
体
の
埋
葬
地
と
供
養
の
墓
標
を
建
て
る
石
塔
場
を
使
い
分
け
る
い
わ
ゆ
る
両
墓
制
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
性
学
門
人
た
ち
は
行
政
が
推
進
す
る
近
代
的
衛
生
観
念
に
乗
ず
る
形
で
、
両
墓
制
の
不
衛
生
と
不
孝
を
理
由
に
そ
れ
ら
の
習
俗
を
否
定
し
、
教
団
だ
け
の
性
学
墓
を
新
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
弘
化
三
年
当
時
の
長
部
村
も
墓
地
を
複
数
持
つ
両
墓
制
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
高
く
な
っ
て
く
る
。
長
部
で
も
古
来
か
ら
の
墓
地
に
は
墓
石
が
な
く
、
成
就
院
に
は
墓
石
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
の
墓
制
が
両
墓
制
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
あ
な
が
ち
無
理
な
想
定
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
古
来
か
ら
の
墓
地
が
ど
こ
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
現
在
女
墓
と
な
っ
て
い
る
場
所
が
古
来
か
ら
の
墓
地
に
該
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
成
就
院
境
内
の
脇
を
広
げ
た
と
い
う
証
言
を
考
慮
す
る
と
、
女
墓
は
む
し
ろ
新
た
に
広
げ
ら
れ
た
場
所
に
あ
た
る
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
古
来
か
ら
の
墓
地
と
い
う
の
は
、
成
就
院
か
ら
一
山
は
な
れ
た
現
在
の
男
墓
と
考
え
た
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
　
つ
ま
り
、
長
部
に
お
い
て
は
石
塔
を
立
て
な
い
埋
葬
地
が
現
在
の
男
墓
の
地
に
元
々
あ
り
、
成
就
院
は
石
碑
を
建
て
る
石
塔
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
弘
化
三
年
以
前
に
埋
葬
地
を
拡
幅
し
、
墓
石
を
成
就
院
か
ら
移
動
し
て
新
た
な
墓
地
が
成
立
し
、
ま
た
成
就
院
に
隣
接
し
た
場
所
に
も
境
内
を
拡
幅
し
て
（
掠
め
取
っ
た
）
新
た
な
墓
地
が
造
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
二
つ
の
墓
地
が
男
女
別
な
の
か
ど
う
か
は
こ
の
史
料
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
現
在
女
墓
に
立
つ
墓
標
の
約
半
数
に
あ
た
る
四
九
基
を
調
べ
る
と
、
天
保
期
か
ら
現
在
ま
で
の
墓
標
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
八
基
の
被
葬
者
が
全
て
女
性
で
あ
る
の
で
、
弘
化
の
墓
所
一
件
か
ら
以
降
は
二
つ
の
墓
地
が
男
女
別
に
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
弘
化
三
年
頃
の
幽
学
は
、
長
部
村
で
の
住
居
移
転
と
い
っ
た
大
事
業
を
終
え
、
四
年
後
に
は
鏑
木
村
宿
内
で
の
集
落
の
開
拓
お
よ
び
男
女
別
墓
地
の
開
設
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
地
方
で
の
村
運
営
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
先
の
史
料
は
治
兵
衛
の
名
が
見
え
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
村
と
寺
と
の
争
論
で
あ
り
、
文
中
に
幽
学
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
開
設
の
理
由
と
な
っ
た
遺
骨
の
掘
り
返
し
が
先
祖
へ
の
不
孝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
墓
地
を
男
女
別
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に
儒
教
色
の
濃
い
幽
学
の
指
導
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
墓
地
改
革
は
あ
く
ま
で
も
村
と
し
て
の
行
動
で
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あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
幽
学
の
助
言
の
も
と
に
実
行
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
墓
地
を
管
理
し
て
き
た
永
命
寺
と
す
れ
ば
、
両
墓
制
で
あ
っ
た
伝
統
習
俗
を
無
断
で
改
変
さ
れ
る
こ
と
は
、
村
と
寺
院
と
の
間
に
あ
っ
た
秩
序
を
無
断
で
破
ら
れ
る
行
為
だ
っ
た
の
で
争
論
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
な
お
、
こ
の
墓
所
一
件
は
先
に
見
た
嘉
永
五
年
六
月
の
関
東
取
締
出
役
に
よ
る
鏑
木
村
平
山
忠
兵
衛
の
尋
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
関
係
箇
所
を
抜
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
き
出
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
（
中
略
）
　
　
中
「
性
学
に
成
と
墓
所
を
直
す
そ
ふ
だ
」
　
　
㊥
「左
様
の
儀
ハ
御
座
り
ま
せ
ん
が
、
墓
所
の
せ
ま
き
ハ
広
げ
ま
し
た
も
御
座
　
　
　
　
り
ま
せ
ふ
」
　
　
関
「
先
年
何
村
で
有
た
か
墓
所
を
直
し
て
菩
提
寺
よ
り
答
め
ら
れ
騒
動
い
た
し
　
　
　
　
た
事
が
あ
ら
ふ
」
　
　
㊥
「
ハ
イ
成
程
先
年
墓
場
を
広
げ
、
菩
提
所
よ
り
彼
是
と
申
さ
れ
混
雑
致
ま
し
　
　
　
　
た
事
が
御
座
り
ま
し
た
」
　
　
関
「
金
を
や
っ
て
す
ま
し
た
ろ
ふ
」
　
　
南
「夫
ハ
ど
ふ
御
座
り
ま
す
か
存
ま
せ
ん
」
　
　
　
　
（
後
略
）
　
関
東
取
締
出
役
の
側
で
は
、
こ
の
墓
所
一
件
の
情
報
を
得
て
お
り
、
金
で
処
理
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
は
、
こ
の
頃
の
出
役
が
幽
学
を
裁
判
の
舞
台
へ
上
げ
る
た
め
の
材
料
探
し
で
あ
る
が
、
性
学
が
在
地
習
俗
と
は
異
な
る
墓
制
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
対
外
的
に
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
わ
り
に
　
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
例
を
簡
単
に
整
理
し
、
の
展
望
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
今
後
　
幽
学
の
生
前
に
形
成
さ
れ
た
墓
地
と
し
て
は
、
鏑
木
村
宿
内
の
共
同
墓
地
と
長
部
村
の
男
女
別
墓
地
が
あ
る
が
、
共
通
す
る
の
は
男
女
別
の
墓
石
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
と
、
墓
地
の
周
囲
を
な
だ
ら
か
な
土
塁
で
囲
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
部
は
地
理
的
に
も
離
れ
た
場
所
に
男
と
女
を
分
け
る
が
、
宿
内
は
同
じ
墓
地
内
を
男
女
が
向
き
合
う
形
で
分
け
て
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
男
女
を
分
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
長
部
で
は
弘
化
三
年
の
墓
所
一
件
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
新
た
な
場
所
に
墓
地
の
普
請
ま
で
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
男
女
を
別
に
す
る
こ
と
に
こ
の
時
代
の
門
人
達
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
幽
学
の
指
導
・
助
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
　
幽
学
没
後
に
開
か
れ
た
例
を
見
る
と
、
名
古
屋
万
松
寺
の
幽
学
の
墓
や
石
部
の
善
隆
寺
と
い
っ
た
後
年
移
動
し
た
特
別
な
事
例
を
除
け
ば
、
丸
山
、
箱
根
、
府
馬
と
い
ず
れ
も
墓
地
を
高
い
土
塁
で
囲
み
、
使
用
す
る
墓
石
は
頂
上
が
尖
っ
た
規
格
性
の
あ
る
墓
石
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
石
部
の
丸
山
や
箱
根
の
墓
地
な
ど
は
未
使
用
に
近
い
状
態
だ
っ
た
の
で
墓
石
数
が
少
な
い
が
、
お
そ
ら
く
男
女
別
に
使
用
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
幽
学
の
指
導
し
た
墓
地
と
い
う
の
は
、
埋
葬
地
が
男
女
別
に
わ
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
土
塁
に
よ
っ
て
在
地
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
た
特
別
な
空
間
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
が
二
代
目
、
三
代
目
の
教
王
へ
と
受
け
継
が
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
墓
石
も
統
一
さ
れ
た
規
格
や
材
質
と
な
り
、
土
塁
も
二
m
を
越
す
堅
牢
な
も
の
を
築
く
な
ど
、
よ
り
一
層
、
墓
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
こ
う
い
っ
た
性
学
墓
の
相
違
を
考
え
る
う
え
で
、
性
学
の
受
容
母
体
が
共
同
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
も
、
墓
地
を
改
変
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
長
部
や
宿
内
の
よ
う
に
地
域
全
体
が
性
学
仕
法
に
よ
っ
て
墓
地
を
改
変
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
墓
地
改
変
も
可
能
な
仕
法
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
期
の
府
馬
に
お
け
る
性
学
門
人
の
墓
地
独
立
運
動
な
ど
は
、
村
内
で
も
一
部
の
人
だ
け
の
行
動
ゆ
え
に
、
村
内
で
性
学
を
貫
こ
う
と
す
る
に
は
独
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
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対
照
的
で
あ
る
が
性
学
門
人
が
宗
教
団
体
化
し
、
性
学
の
実
践
内
容
が
精
神
修
行
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
行
く
傾
向
と
、
性
学
墓
の
推
移
は
大
き
く
関
連
す
る
と
思
わ
れ
、
今
後
は
こ
う
し
た
幽
学
没
後
の
性
学
教
団
の
動
向
を
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
　
以
上
で
性
学
門
人
と
墓
に
関
す
る
小
論
を
終
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
性
学
墓
を
、
幽
学
研
究
の
舞
台
へ
出
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
考
察
を
加
え
な
い
ま
ま
事
例
の
紹
介
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
上
記
の
よ
う
な
教
団
の
動
向
と
墓
と
の
関
連
、
被
葬
者
を
主
と
し
た
性
学
と
家
意
識
の
問
題
、
さ
ら
に
は
性
学
に
お
け
る
先
祖
観
念
な
ど
に
つ
い
て
再
考
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
付
記
　
性
学
墓
の
調
査
に
際
し
、
亀
井
龍
寿
氏
、
石
毛
富
英
氏
、
石
毛
せ
つ
氏
、
志
賀
重
平
氏
、
服
部
絢
夫
氏
、
小
向
寅
市
氏
、
来
栖
良
平
氏
、
鈴
木
昇
氏
、
鈴
木
静
二
氏
、
大
原
幽
学
記
念
館
、
三
島
市
郷
土
資
料
館
の
皆
様
に
は
、
資
料
閲
覧
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
註（
1
）
　
『
旭
市
史
』
第
三
巻
（
昭
和
五
十
年
）
の
大
原
幽
学
関
係
資
料
の
解
説
で
川
名
登
氏
は
入
門
　
　
誓
約
書
で
あ
る
神
文
の
分
析
か
ら
門
人
層
の
変
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
2
）
　
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学
』
（
昭
和
三
十
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）
や
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
　
　
そ
の
周
辺
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
木
村
礎
「
研
究
史
　
　
の
概
観
」
（
同
書
所
収
）
は
膨
大
な
研
究
史
を
世
相
の
変
化
と
関
連
さ
せ
て
整
理
し
て
い
る
。
（
3
）
　
高
橋
敏
「
近
世
後
期
村
落
社
会
組
織
と
家
族
・
子
供
・
若
者
」
（
『
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
近
世
』
　
　
平
成
十
三
年
、
岩
波
書
店
）
（
4
）
　
木
村
礎
「
性
学
仕
法
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
駿
台
史
学
』
四
一
、
昭
和
五
十
二
年
）
、
同
「
性
　
　
学
の
仕
法
」
（
同
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
（
5
）
　
拙
稿
「
明
治
期
千
葉
県
に
お
け
る
墓
地
の
開
設
」
（
『
町
と
村
調
査
研
究
』
創
刊
号
、
平
成
　
　
十
年
、
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
）
（
6
）
　
飯
田
伝
一
『
大
原
幽
学
の
事
蹟
』
（
昭
和
九
年
、
東
興
社
）
（
7
）
　
千
葉
県
教
育
会
『
大
原
幽
学
全
集
』
（
昭
和
十
八
年
）
（
8
）
　
越
川
春
樹
『
大
原
幽
学
研
究
』
（
昭
和
三
十
二
年
）
（
9
）
　
香
取
郡
と
と
も
に
主
要
な
門
人
が
い
た
下
総
国
埴
生
郡
荒
海
村
は
、
成
田
周
辺
の
拠
点
と
　
　
な
る
教
導
所
で
あ
っ
た
が
、
現
段
階
で
は
性
学
墓
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
主
要
　
　
な
門
人
も
お
り
性
学
施
設
も
建
設
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
が
、
性
学
墓
が
普
及
し
な
か
っ
た
例
　
　
と
し
て
注
目
し
た
い
。
ま
た
房
総
と
同
じ
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
信
州
上
田
地
方
に
つ
い
　
　
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
（
1
0
）
　
拙
稿
「
性
学
墓
に
つ
い
て
（
1
）
、
（
2
）
」
（
『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
十
　
十
一
、
十
二
　
　
平
成
十
年
　
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）
　
　
拙
稿
「
明
治
期
千
葉
県
に
お
け
る
墓
地
の
開
設
」
（
『
町
と
村
調
査
研
究
』
創
刊
号
、
平
成
十
　
　
年
、
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
）
（
1
1
）
　
香
取
郡
干
潟
町
鏑
木
　
平
山
高
書
家
文
書
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
し
た
）
（
1
2
）
　
『
新
修
石
部
町
史
　
通
史
編
』
（
平
成
元
年
）
で
は
明
治
初
期
に
活
発
と
な
っ
た
村
側
の
風
　
　
俗
矯
正
の
動
き
と
、
性
学
の
教
え
が
合
致
し
た
と
い
う
視
点
で
近
江
で
の
性
学
の
広
ま
り
を
　
　
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
石
部
宿
旧
本
陣
の
小
島
家
を
通
じ
て
、
下
総
門
人
た
ち
が
石
部
地
域
　
　
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
治
七
年
の
同
家
の
日
記
（
『
新
修
石
部
町
史
　
史
料
編
』
　
　
平
成
二
年
）
に
散
見
で
き
る
。
（
1
3
）
　
奥
村
末
吉
『
石
部
郷
土
史
』
（
明
治
四
十
年
、
私
家
版
）
な
お
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
石
　
　
部
町
教
育
委
員
会
の
山
元
義
清
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
（
1
4
）
　
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
所
収
。
（
1
5
）
　
寅
市
氏
も
そ
う
で
あ
る
が
こ
の
地
方
の
性
学
は
、
実
質
的
に
は
石
毛
源
五
郎
に
よ
っ
て
形
　
　
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
（
1
6
）
　
小
向
寅
市
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
周
辺
の
墓
は
み
ん
な
在
地
の
石
材
で
あ
る
花
闘
岩
を
使
っ
　
　
て
お
り
、
遠
藤
良
左
右
衛
門
の
墓
石
も
東
寺
の
山
か
ら
切
り
出
し
た
石
材
で
あ
る
と
い
う
。
（
1
7
）
　
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
所
収
。
（
1
8
）
　
寅
市
氏
は
善
隆
寺
に
あ
る
遠
藤
の
墓
守
二
人
の
墓
石
は
、
か
つ
て
八
石
教
会
の
近
く
に
あ
っ
　
　
た
も
の
を
こ
こ
へ
移
動
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
元
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
（
1
9
）
　
三
島
市
教
育
委
員
会
『
接
待
茶
屋
遺
跡
』
（
平
成
八
年
）
、
三
島
市
郷
土
館
『
発
掘
さ
れ
た
　
箱
根
旧
街
道
』
（
平
成
八
年
、
企
画
展
示
図
録
）
（
2
0
）
　
鈴
木
と
き
『
大
原
幽
学
　
遠
藤
亮
規
と
山
中
新
田
接
待
茶
屋
』
（
昭
和
五
十
一
年
）
（
2
1
）
　
小
さ
い
釜
は
深
さ
約
四
九
㎝
、
直
径
約
五
五
㎝
で
蓋
付
き
。
大
き
い
釜
は
深
さ
約
六
二
㎝
、
　
直
径
七
七
㎝
で
蓋
な
し
。
小
さ
い
釜
に
陽
鋳
さ
れ
て
い
る
銘
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
八
石
性
理
教
会
所
　
　
　
　
　
廣
為
道
友
鋳
此
器
永
充
施
行
平
憩
所
之
用
　
　
　
　
　
　
明
治
十
二
己
卯
年
七
月
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
鋳
工
　
東
京
深
川
　
田
中
七
右
衛
門
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古
文
書
類
は
箱
に
入
っ
て
お
り
、
各
文
書
に
は
「
1
号
」
な
ど
と
番
号
が
墨
で
付
さ
れ
「
鈴
　
木
」
の
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
時
に
鈴
木
氏
が
文
書
を
整
理
し
た
際
に
付
し
　
　
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
2
2
）
　
明
治
十
二
年
十
月
二
八
日
「
箱
根
施
行
平
休
息
所
開
場
規
式
之
記
」
（
鈴
木
静
二
家
文
書
）
。
　
　
こ
の
文
書
は
八
石
教
会
が
接
待
茶
屋
を
運
営
す
る
趣
旨
な
ど
が
関
係
者
の
名
と
と
も
に
見
え
　
　
る
の
で
、
次
に
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
　
　
　
　
「
明
治
十
二
卯
年
十
月
廿
八
日
　
箱
根
施
行
平
休
息
所
開
場
規
式
之
記
　
1
号
」
（
表
　
　
　
　
紙
）
　
　
　
　
箱
根
施
行
平
休
息
所
開
場
規
式
留
　
　
　
去
ル
明
治
六
癸
酉
年
七
月
十
三
日
御
発
途
二
而
　
尊
父
江
州
石
部
駅
江
御
登
リ
之
節
、
　
　
　
　
同
廿
一
日
当
所
江
御
一
泊
二
相
成
、
云
二
御
送
跡
二
依
リ
今
般
休
息
所
を
取
建
、
国
二
　
　
　
往
来
之
道
友
井
二
旅
人
之
労
を
助
度
旨
二
而
、
駿
河
国
有
渡
郡
八
幡
村
井
上
幾
太
郎
、
　
　
　
　
相
模
国
足
柄
下
郡
成
田
村
夏
目
麟
兵
衛
、
同
村
山
品
次
郎
6
八
石
江
願
之
上
取
建
二
相
　
　
　
成
候
、
然
ル
上
者
出
勤
之
者
ハ
猶
更
万
端
一
箇
之
了
簡
柳
不
用
、
別
而
奢
ヶ
間
敷
儀
一
　
　
　
　
切
無
之
、
誠
意
之
一
ツ
を
以
て
勤
尽
し
、
道
友
互
二
永
続
而
巳
を
心
懸
日
二
無
怠
慢
可
　
　
　
　
致
丹
精
筈
、
附
而
者
百
姓
之
平
食
者
米
麦
粟
三
品
之
飯
二
定
る
者
二
有
之
条
、
兼
而
承
　
　
　
　
知
之
処
今
日
開
場
規
式
為
立
会
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
同同同同同
海
上
郡
足
川
村
香
取
郡
府
馬
村
同　
　
　
溝
原
村
　
　
　
夏
目
村
下
総
国
香
取
郡
鏑
木
村
同同同同同同同
　
　
　
川
島
村
　
　
　
多
古
村
　
　
　
仁
良
村
匝
瑳
郡
平
木
村
遠
藤
新
太
郎
飯
島
八
十
八
志
賀
元
蔵
神
谷
慶
之
助
鈴
木
英
三
掛
巣
市
郎
右
衛
門
林
　
嘉
十
郎
並
木
七
之
助
志
波
兵
左
衛
門
重
井
勘
兵
衛
増
田
忠
次
郎
下
総
国
匝
瑳
郡
堀
川
村
同長
門
国
阿
武
郡
宇
生
賀
村
中
野
由
輔
近
江
国
甲
賀
郡
石
部
村
青
木
ケ
峯
詰
二
瓶
慎
則
海
上
郡
松
ケ
谷
村
山
崎
甚
五
右
衛
門
香
取
郡
水
戸
村
　
平
山
庄
右
衛
門
匝
瑳
郡
井
戸
野
村
遠
藤
平
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
加
瀬
清
左
衛
門
海
上
郡
成
田
村
　
飯
田
佐
次
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
江
国
敷
知
郡
浜
松
住
　
渡
辺
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
国
北
豊
嶋
郡
東
京
下
谷
竹
町
住
為
信
男
　
佐
藤
巳
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
発
起
人
　
　
　
　
　
　
井
上
幾
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
麟
兵
衛
死
去
二
付
代
実
兄
　
柏
沼
弥
五
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
品
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
村
戸
長
　
藤
沼
忠
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
用
掛
　
浜
野
友
五
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
世
話
人
宿
　
広
野
助
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
持
惣
代
　
津
田
伊
三
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
井
半
四
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
手
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
河
国
額
田
郡
元
宿
村
　
手
嶋
利
喜
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
所
　
　
栗
田
治
兵
衛
　
　
　
右
人
相
招
約
束
之
通
リ
三
ヶ
村
道
友
互
二
一
ツ
家
与
心
得
る
為
め
、
長
部
村
之
倣
先
例
　
　
　
　
二
鰯
一
疋
不
用
、
其
土
地
有
合
せ
之
品
二
而
買
物
一
切
不
致
事
故
、
則
手
作
リ
里
芋
牛
　
　
　
房
大
根
限
リ
平
二
し
て
汁
之
実
者
、
菜
ば
か
り
に
て
牡
丹
餅
を
振
舞
　
　
　
右
者
立
会
人
躰
迄
以
後
猶
々
供
二
可
守
議
定
取
極
相
成
二
付
書
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
二
己
卯
年
十
月
二
十
八
日
　
石
毛
源
五
郎
（
花
押
）
（
2
3
）
　
水
谷
盛
光
「
大
原
幽
学
出
自
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
二
二
、
昭
和
五
十
年
）
、
同
氏
「
大
原
　
　
幽
学
出
自
考
説
（
抄
）
（
『
郷
土
文
化
』
二
九
ー
三
、
昭
和
五
十
年
）
な
ど
。
（
2
4
）
　
『
小
寺
玉
晃
見
聞
筆
録
』
と
い
う
書
名
は
名
古
屋
市
史
資
料
編
纂
の
過
程
で
付
さ
れ
ら
れ
た
　
　
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
集
に
は
巻
末
に
資
料
採
集
の
日
時
・
原
資
料
所
蔵
者
・
筆
者
名
な
　
　
ど
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
大
正
二
年
に
「
右
小
　
　
寺
玉
晃
日
記
之
一
冊
」
よ
り
写
し
た
こ
と
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
書
名
の
み
で
原
資
料
の
　
　
所
蔵
先
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
追
い
か
け
た
と
こ
ろ
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
『
玉
晃
叢
書
』
中
　
　
の
「
玉
晃
日
記
」
の
う
ち
一
冊
（
M
＝
五
）
が
明
治
七
年
分
で
、
市
史
資
料
『
小
寺
玉
晃
　
　
見
聞
筆
録
』
の
出
典
元
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
表
紙
題
箋
は
後
年
の
表
装
で
「
玉
晃
　
　
日
記
」
と
あ
る
も
の
の
、
中
の
元
表
紙
の
題
名
は
単
に
「
明
治
七
甲
戌
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
こ
の
日
記
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
入
っ
た
経
緯
は
、
水
谷
不
倒
氏
が
名
古
屋
の
豊
田
書
店
　
　
よ
り
購
入
し
て
所
持
し
て
い
た
も
の
を
、
明
治
四
十
二
年
に
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
そ
の
さ
い
に
表
紙
は
大
学
で
新
し
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
玉
晃
日
記
と
い
う
題
箋
名
も
そ
の
　
　
時
に
付
し
て
い
る
。
題
箋
と
本
文
で
は
筆
跡
が
全
く
異
な
る
。
つ
ま
り
名
古
屋
市
史
編
纂
の
　
　
係
り
が
大
正
二
年
時
に
写
し
た
と
き
は
題
箋
名
は
玉
晃
日
記
だ
っ
た
の
で
そ
の
点
は
合
致
す
　
　
る
。
（
2
5
）
　
大
道
寺
と
の
関
連
を
考
え
、
門
人
た
ち
も
幽
学
は
自
刃
で
は
な
く
病
死
だ
と
説
明
し
た
も
126
米谷博［大原幽学門人の墓について］・
　
　
の
と
思
わ
れ
る
。
水
谷
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
氏
は
さ
ら
に
玉
晃
は
幽
学
の
こ
と
を
知
　
　
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
（
2
6
）
　
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
所
収
。
（
2
7
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
『
大
原
幽
学
関
係
資
料
』
W
P
ー
十
四
（
2
8
）
　
木
村
礎
「
性
学
仕
法
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
駿
台
史
学
』
四
一
、
昭
和
五
十
二
年
）
、
同
氏
　
　
「
性
学
の
仕
法
」
（
同
氏
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
昭
和
五
十
六
年
、
八
木
書
店
）
（
2
9
）
　
門
前
博
之
「
長
部
村
に
つ
い
て
の
「
考
察
」
（
『
歴
史
論
』
八
、
昭
和
六
十
二
年
）
（
3
0
）
　
男
女
二
箇
所
に
あ
る
墓
地
の
墓
石
悉
皆
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
形
態
の
変
遷
な
ど
か
ら
性
　
　
学
墓
の
誕
生
経
緯
な
ど
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
が
、
全
墓
石
ま
で
は
調
査
が
　
　
及
ん
で
お
ら
ず
後
日
を
期
し
た
い
。
（
3
1
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
『
大
原
幽
学
関
係
資
料
』
珊
B
ー
八
（
3
2
）
　
現
在
の
男
墓
に
は
弘
化
三
年
以
前
の
墓
石
も
立
っ
て
お
り
、
こ
の
和
解
内
容
が
ど
の
よ
う
　
　
に
実
行
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
内
済
の
後
に
石
塔
が
速
や
か
に
戻
さ
れ
、
ま
た
近
代
　
　
以
降
に
再
び
動
か
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
（
3
3
）
小
川
直
之
「
両
墓
制
と
男
女
別
墓
制
」
（
『
千
葉
県
の
歴
史
　
別
編
　
民
俗
1
』
平
成
十
一
年
、
　
　
千
葉
県
）
（
3
4
）
拙
稿
「
明
治
期
千
葉
県
に
お
け
る
墓
地
の
開
設
」
（
『
町
と
村
調
査
研
究
』
創
刊
号
、
平
成
十
　
　
年
、
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
）
（
3
5
）
平
成
九
年
の
筆
者
調
査
に
よ
る
が
、
墓
石
の
悉
皆
調
査
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
で
全
体
的
　
　
傾
向
は
未
確
認
で
あ
る
。
な
お
こ
の
調
査
は
大
原
幽
学
記
念
館
鈴
木
映
里
子
氏
の
助
力
に
よ
　
　
る
も
の
で
あ
る
。
（
3
6
）
　
香
取
郡
干
潟
町
鏑
木
　
平
山
高
書
家
文
書
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
の
写
真
版
を
利
用
し
た
）
（伊
能
忠
敬
記
念
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
（二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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The　Graves　of　OHARA　Yuga㎞Disciples
KoMErANI　Hiroshi
∩eagrman　leadership　of　O㎜Wg泳u　at　the　end　of　the　Edo　Period　not　only　in血u四ced⌒technol－
ogy　and　everyday　l浪，　but　also　had　an　impact　on　traditional　customs．　Signs　of　his　influence　are　to　be　seen　in
the　grave　systems　of　disciples，　even　though　the　demise　of　Sei－gaku　activities　was　accompanied　by　a　huge　sh近
as　these　graveyards　located　in　a　number　of　regions　were　gradually　transfbrmed　into　modem　graveyards．　This
paper　de丘nes　the　grave　systems　of　these　Sei－gaku　disciples　as　Sei－gaku　graves，　and　its　primary　o切ective　is　to
introduce　the　circumstances　surrounding　these　graves　and　related　materials　to　the　greatest　extent　possible．　An
examination　undertaken　of　the　events　leading　to　their　fOrmation　has　revealed　points　of　dif飴rence　between　Sei－
gaku　graves　and　local　grave　systems，　and　it　has　also　been　possible　to　co面rm　that　their　distribution　extends
along　with　Sei－gaku　activities　to　Shiga　Prefecture．　The　goal　of　these　disciples　was　to　obtain　graveyards　solely
負）rdisciples　that　were　independent　from　the　traditional　grave　systems　of　the　region．　This　deference　with　re－
gard　to　graves　became　increasingly　emphasized　in　the　passing　down　of　this　objective　to　the　second　gelleration
and　third　generation　of　leaders，　as　illustrated　by　the　construction　of　increasingly　robust　earthen　mounds　and
the　adoption　of　standardized　fbrms　fOr　gravestones　so　as　to　distinguish　their　graves　fヒom　others．
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